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　一般社団法人神緑会では、平成25年６月22日に定時社員総会を開
催し、一般社団法人へ移行後初めての役員改選（選任）を行いまし
た。
　社員総会の冒頭で、恵美裕一郎選挙管理委員長から、役員選挙の
告示から候補者の確定に至る経緯について報告があり、理事および
監事の候補者数が定款に定める定員以内であったことから、役員選
挙細則の規定により総会における議決を行う旨の報告があった。
　引き続いて第１号議案として、理事候補者13名、監事候補者３名
について、有権者に配布されたグリーンカードを使って候補者毎に
選任議決（信任投票）を行った結果、候補者全員が賛成多数で選任
されました。
　また、社員総会終了後に新たに選任された理事・監事によって臨時理事会を開き、前田　盛理事を会長に
選任（再任）し、副会長に田中邦彦理事（前常務理事）、大洞慶郎理事（再任）、中野康治理事（新任）の３
名を、常務理事に宮本正喜理事（前副会長）をそれぞれ選任しました。
　なお、理事・監事の任期は平成25年６月22日から平成27年６月に開催される定時総会終結までとなってい
ます。（定款第32条１項）
　新に選任された理事・監事は次ぎのとおりです。

特集　定時社員総会2013

定時社員総会において13理事・３監事を選任
～ 会長に前田を再任 ～

議事進行する恵美選挙管理委員長

役　　職 氏　　名 卒業年

会長（代表理事） 　前田　　盛 46
副会長（渉外） 　田中　邦彦 42
副会長（財務） 　大洞　慶郎 46
副会長（広報） ☆中野　康治 52
常務理事 　宮本　正喜 59
理　事 　大竹　邦夫 44
理　事 　千原　和夫 45
理　事 　奥町冨久丸 48
理　事 ☆大柳　光正 49

役　　職 氏　　名 卒業年

理　事 　藤盛　孝博 49
理　事 　山崎　峰夫 56
理　事 ☆千谷　容子 61
理　事 　三浦　靖史 01

監　事 　永井　公尚 37
監　事 ☆吉本　祥生 39
監　事 　山中　弘光 43

（☆印は初めての選出）
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定時社員総会（詳細資料は、学術誌掲載）

　一般社団法人神緑会 平成25年度定時社員総会が、平成25年６月22日（土）に神戸大学医学部会館シスメッ
クスホールで開催され、午後３時５分に定刻より５分遅れて前田　盛会長が議長席に着きました。
　前田会長から、総会開催に向けて多くの方々からご協力をいただいたことに対して謝辞があり、続いて、
定款に定める総会開催の定足数を満たしていることを報告して開会を宣言しました。

会長あいさつ

　選挙管理委員会のご努力により、役員選挙がス
ムースに終了したことに感謝致します。以前の役員
選挙は、選挙権が理事と評議員にのみ制限されてい
ましたが、一般社団法人に移行したことに伴い定款
を変更し、社員全員が役員投票権と立候補権を等し
く持つことになりました。定款の変更により、今後
益々、神緑会活動が活性化されることを期待してお
ります。
　又、各支部の評議員の方々には、総会開催のため
のチケットの販売にご協力いただき、有り難うござ
いました。
　まず、活動方針について説明致します。クラス代表評議員を２名に増員し、クラス同窓会の開催や会員住
所の把握に努めることにしました。
　次いで、財政基盤の強化に努めました。大洞副会長を中心に収入増を図り、前年度より350万円の増収が
出来ました。昨年10月の昭和62年卒業の山中伸弥　京都大学 iPS 細胞研究所長のノーベル賞受賞の快挙が追
い風であったにしても、会員の皆様方のご協力に対し感謝に耐えません。
　これを機会に、神緑会館の陳列棚を整備しました。明治２年の神戸病院、神戸医学校（明治15年から21年）
の神田知二郎学校長・病院長と学籍簿、平　清盛の異母弟、平　頼盛の別邸、医学部付属病院発掘調査資料
等です。この後の懇親会は、神緑会館で行いますのでご覧になって下さい。
　なお、平成以降の卒業生の大学離れに対してニコニコ会活動を始めました。卒業後２年の平成23年卒、卒
後５年目の平成20年卒の同窓会開催を後押ししました。会員、学生の支援に努めますのでよろしくお願いし
ます。本日の総会審議、講演二題、懇親会と長丁場ですのでご協力よろしくお願いします。

平成24年度決算報告

　大洞慶郎副会長から、総会資料の「貸借対照表」、「正味財産増減
計算書」、「財務諸表に対する注記」に基づいて説明が行われた後、
永井公尚監事が「監査報告書」に基づき、当法人の業務、財産およ
び損益の状況等について監査を実施した結果、法令および定款に従
い適正に処理しているとの報告が行われ、ついで、議長が承認を求
めたところ、満場異議なく承認可決されました。

挨拶する前田会長と執行部

監査報告する永井監事
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平成24年度事業報告等

　田中邦彦常務理事から、当法人の「平成24年度事業報告書」に基
づいて報告が行われました。
　また、大洞副会長から、当法人の公益目的支出計画実施報告書の
提出について、資料に基づいて報告が行われました。
　つづいて、山崎峰夫副会長から、広報委員会報告がありました。

▪ 同窓会神緑会

名簿編集委員会報告
　大竹邦夫名簿編集委員会委員長から、本年11月に同窓会神緑会の
会員名簿発行に関する進捗状況等について報告がありました。

田中千賀子学術奨励賞に佐古田洋子氏（54年卒）
　平成25年度の田中千賀子学術奨励賞に、兵庫県立
加古川医療センター乳腺外科部長の佐古田洋子氏
（54年卒）が選ばれ、６月22日の定時社員総会にお
いて記念盾の贈呈式が行われました。
　授賞対象となった研究課題は「乳癌診療の質の向
上に向けたフィールドワーク研究：チーム医療体制
の構築ならびに市民対象啓発活動」です。
　選考を行った一般社団法人神緑会学術委員会で
は、｢乳癌に関する臨床と研究を一貫して行い、患
者さんからの評価も高く、田中賞受賞にふさわしい
研究である｣ と評価し、全員一致で選考しました。

平成26年度　一般社団法人神緑会
田中千賀子学術奨励賞の募集について

　田中千賀子教授退官記念事業会から、本会女性会員で医学研究の進歩に寄与する顕著な業績を残
した者に対して、奨励賞を授与するため「神緑会女性研究者奨励賞基金」が寄せられました。
　これを有効に活用するため、下記要領で募集を行います。

記
　一般社団法人神緑会は定款第２章（目的及び事業）第７条第３号に基づき、以下の規定に従い平
成26年度助成事業として募集いたしますので奮ってご応募下さい。
☆�　応募者は、所定の申請用紙に必要事項を記入し、業績論文を添えて提出して下さい。
☆�　申請用紙は一般社団法人神緑会ホームページ又は事務局にて入手して下さい。
☆�　応募の締め切りは、平成26年３月31日とします。

喜びを語る佐古田洋子先生

田中千賀子
学術奨励賞盾

委員会報告する大竹委員長
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平成25年度　研究助成金授与者決定
　平成25年度一般社団法人神緑会研究助成金の授与者が決定し、６月22日の定時社員総会において助成金目
録の贈呈式が行われました。
　受賞者は次のとおりです。

募集対象１　（医学の教育・研究及び学術交流に対する助成）� （円）
番号 氏名（卒年）所属等 研　究　課　題　等 助成額

１
藤岡　一路（平成16年卒）

兵庫県立こども病院
周産期医療センター新生児科

一絨毛膜二羊膜性双胎における出生時血清 NT-pro 
BNP 濃度と心不全発症との関連性に関する研究 300,000

２ 川真田　伸（平成２年卒）
　公益財団法人　先端医療振興財団

iPS 細胞由来自己複製能を有する前駆細胞 (Endoderm
al,Mesodermal,progenitor cell:EP/MP) の作成と分化
誘導法の開発

500,000

３
永野　達也（平成15年卒）

神戸大学大学院医学研究科
内科学講座呼吸器内科学分野

非小細胞肺がんに対するペメトレキゼドとアムルビシ
ンの併用療法の薬理薬効解析 400,000

４
田根　慎也（平成18年卒）

神戸大学大学院医学研究科
外科学講座呼吸器外科学分野

肺腺癌における SPARC の役割について 300,000

５
河野　誠司（昭和61年卒）

神戸大学医学部附属病院
総合臨床教育センター

教育カリキュラム改変に資することを目標とした学生
による医学部臨床教育の問題点解析 300,000

６
青井　貴之（平成10年卒）

神戸大学大学院医学研究科
内科系講座 iPS 細胞応用医学分野

iPS 細胞作製技術を応用した癌幹細胞特性獲得機構の
解明 600,000

募集対象２（海外における学会発表に対する助成）� （円）
番号 氏名（卒年）所属等 事　業　名　等 助成額

１
藤岡　一路（平成16年卒）

兵庫県立こども病院周産期医療センター
新生児科

学会発表 （9th Congress of Asian Society for Paediatric 
Research conjunction with 20th Congress of the 
Perinatal Society of Malaysia）
　会場； kuching, Sarawak, Malaysia（H.25.5.11）

100,000

募集対象３（小規模な学術講演会等開催に対する助成）� （円）
番号 氏名（卒年）所属等 事　業　名　等 助成額

１
前川　信博（昭和50年卒）

神戸大学大学院医学研究科
外科系講座　麻酔科学分野

日本小児麻酔学会第19回大会
　実施場所；神戸国際会議場（H.25.9.28～28） 250,000

２

味木　徹夫（昭和63年卒）
神戸大学大学院医学研究科
地域社会医学・健康科学講座
地域医療ネットワーク学

神戸大学医学部医学科と関連病院を連結する地域医療
学教育講演会
　実施場所；神戸大学医学部（年１回）

200,000

３
青井　貴之（平成10年卒）

神戸大学大学院医学研究科内科系講座　
iPS 細胞応用医学分野

iPS 細胞の医学応用に関する学術講演会
実施場所；神戸大学医学部又は京都大学 iPS 細胞研
究所（年１回又は３回）

200,000

４ 河野　　淳（平成14年卒）
神戸大学医学部附属病院　放射線科

若手医師を中心とした3Ｄ画像診断推進事業
実施場所；神戸市、東京など（年１回） 175,000

５ 山村　博平（昭和42年卒）
兵庫県立健康生活科学研究所

神緑会会員、準会員への Physician Scientist 及び予防
医学者育成のための講演会

実施場所；神戸大学医学部多目的ホール、シスメッ
クスホール（年６回）

175,000

※　助成番号１は、平成24年度決定済み。
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川真田　伸　先生（２年卒）

永野達也　先生（15年卒）

味木徹夫　先生（昭和63年卒）

河野　淳　先生（14年卒）

田根慎也　先生（18年卒）

青井貴之　先生（10年卒）

藤岡一路　先生（16年卒）

目録を授与される受賞者
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田中賞受賞記念講演

　総会後、休憩をはさんで４時50分から学術講演会が行われました。
　最初に、昨年度の田中賞受賞者で、兵庫県立がんセンター呼吸器内科部長の里内美弥子　先生から「胸部
悪性腫瘍（肺癌を中心に）の診断と治療」と題して講演が行われました。

　里内　美弥子（さとうち　みやこ）先生

略　歴
平成元年３月　神戸大学医学部卒
平成元年４月　神戸大学第一内科入局
平成元年６月　三菱神戸病院　内科研修医
平成４年６月　神戸大学医学部付属病院第一内科医員
平成７年４月　�兵庫県立成人病センター（現兵庫県立がんセンター）呼吸器内科

医長
平成14年５月　神戸大学医学部付属病院　呼吸器内科　助手
平成17年３月　兵庫県立がんセンター　呼吸器内科　医長（科長）
平成21年４月　兵庫県立がんセンター　呼吸器内科　部長（科長）
　JCOG （Japan Clinical Oncology Group）、 WJOG（West Japan Oncology 
Group）などで多施　設共臨床試験や各種企業治験に参加
　肺癌学会ではガイドライン検討委員会薬物療法及び集学的治療小委員会委員とし
て肺癌を中心とした胸部悪性腫瘍の診断・治療のエビデンス作りに参画

講演の要旨
　肺癌は癌死亡原因の第一位を独走し続けており、最も難治な
癌の一つとされています。私が兵庫がんセンターに赴き肺癌診
療に携わるようになった1995年に、プラチナ併用化学療法を行
うと Best supportive care と比較して有意に生存が伸びること
が報告されましたが、その差はわずかに６週間であり、入院を
必要とし副作用も強い治療を行うことの是非が取りざたされて
おりました。
　しかし、1990年代後半に相次いで発売された新規抗がん剤の
導入や、支持療法の進歩により、その予後や QOL は少しずつ
改善しました。
　今世紀に入ってからはトランスレーショナルリサーチの進歩
に伴い、肺癌における Driver oncogene の探索とそれに基づく
分子標的薬の開発が行われ、そのスピードは昨今非常に速く
なっている感があります。肺癌も個別化治療の時代に入ってき
ており、今まででは想像できなかったような劇的な治療効果も
得られるようになってきました。今回の講演では1990年代半ば
以降の肺癌治療の進展を、私の関わった研究も交えながら振り
返るとともに、大きく変貌しつつある治療の現状と展望につい
てお話しする予定です。
　つづいて、神戸大学医学研究科内科系講座 iPS 細胞応用医学
分野特命教授の青井貴之先生から「iPS 細胞研究の現状と臨床応用～神戸大学でのスタートを期して～」と
題して講演が行われました。

座長を務める長野徹先生（元年卒）

質疑応答

講演中の里内先生
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学 術 講 演 
「iPS 細胞研究の現状と臨床応用―神戸大学でのスタートを期して」

　青井　貴之（あおい　たかし）先生

略　歴
平成10年３月  神戸大学医学部卒業
平成16年４月　京都大学大学院医学研究科博士課程（内科系消化器科学分野）入学
平成20年５月　同上修了　学位取得（医学博士）
平成10年４月　天理よろづ相談所病院（ジュニアレジデント）勤務
平成12年４月　聖路加国際病院　内科（臨床研究員）勤務
平成14年４月　日本赤十字社和歌山医療センター　消化器科　勤務
平成19年４月　日本学術振興会特別研究員
平成21年４月　�京都大学　物質―細胞統合システム拠点 iPS 細胞研究センター特

定拠点助教
平成21年11月　�京都大学　物質―細胞統合システム拠点 iPS 細胞研究センター共

通基盤施設部門　教授
平成22年４月　京都大学　iPS 細胞研究所　規制科学部門　教授
平成25年４月　�神戸大学大学院　医学研究科内科系講座 iPS 細胞応用医学分野　

特命教授

講演の要旨
　iPS 細胞樹立の生物学上の意義は、古代から連なる生命
科学史上に位置づけられるものであり、その重要性につい
てはノーベル賞をはじめとする数多くの受賞からも分かる
通り、すでに歴史的評価が確定したものであることは言う
までもありません。
　一方で、この iPS 細胞という新たで強力なツールを手に
した我々が、それを用いて如何に医学を発展させることが
できるかについては、これからの取り組み如何にかかって
いるものと考えられます。
　創薬や病態研究、再生医療への iPS 細胞応用が期待され
る、と言われて数年が経過しました。
　関連する研究や規制上の動向などについて紹介し、新し
い知見やトピックスにも触れながら、これから神戸大学で
展開したいと考えている iPS 細胞応用医学の進むべき方向
性について議論させていただきたいと思っております。

編集委員会から
　京都大学から神戸大学への移動は電撃的でした。山中伸
弥は神戸大学の卒業とは知れわたっていたが、神戸大学で
iPS 研究の少ない事も問題でした。詳細は不明ながら、山
中所長の肝入りでの移動であり、臨床応用の伸展を神緑会
及び関係者が一体となって支援したい。

講演中の青井先生（10年卒）

座長の吉田優先生（４年卒）

質疑応答
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千谷容子　新理事（61年卒）

懇　親　会

　総会終了後、神緑会館多目的ホールにおいて懇親会を開催いたしました。
前田新会長挨拶
　定時総会がほぼ予定通り進行しました。大変有り難うございました。ご講演の田中賞の里内先生、ご講演
の青井先生、有り難うございました。選挙管理委員会はもとより、ご協力いただきました皆様に感謝致しま
す。さて、先日、６月17日に昭和19年の医学専門学校の発足時の学校長の小川　嵯五郎氏のご子息で本学昭
和34年卒の小川晶三先生（ハワイ在住）、と嵯武郎氏（東京在住）が本学及び解剖学教室を訪問されました。
山鳥元医学部長・解剖学教授と現解剖学の寺島教授が応対されました。嵯五郎氏の骨格標本が解剖学実習用
標本として残っているそうです。
　この後の懇親会が盛会であることをお願いします。なお、５月16日に医学研究科長・医学部長に就任され
ました片岡　徹　先生が、昨日来訪され、本日は他の会と重なって神緑会に出席出来ないとのことでした。
そこで、副研究科長の的崎教授、神戸大昭和56年卒にご挨拶と乾杯の発声をお願いいたします。

田中千賀子先生と千原和夫理事

中野康治　新理事（52年卒）

足立秀治　県立がんセン
ター院長（52年卒）

吉本祥生　新監事（39年卒）

懇親会風景

的崎　尚　
副医学研究科長（56年卒）

大柳光正　新理事（49年卒）

幸地芳朗　
県立光風病院院長（52年卒）

荘田　静　顧問（33年卒）
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　新役員ご挨拶

副会長就任のご挨拶
田　中　邦　彦（昭和42年卒）

　今回、副会長を拝命しました田中です。渉外担当
（総会など、会の運営など）です。宜しくお願い致
します。
　ここ数年、総会への参加者が少なく特に平成卒の
会員をみかけなくなり将来に不安を感じています。
また、学内会員の参加者も少なくなりました。以前
は、懇親会では多く参加され、かなり賑わっていま
したが最近ではほとんどお見かけしません。
　H.25、7.20臨時理事会・評議員会にて片岡徹医
学研究科長・医学部長、中村俊一医学科長との意見
交換が行われました。ミッションの再定義として、
グローバルな視点で活躍できる医師及び医学研究
者の養成を積極的に推進する。生体膜や細胞伝達
情報機能に関する研究の実績を活かし先端的で特
色ある研究を推進する。また次代を担う研究者を
育成する。ASEAN 諸国等と連携・協議し、医学に関
する地球規模課題の解決を通して国際貢献する。
　兵庫県と連携し、県の地域医療再生に貢献する。
兵庫県における地域医療の中核的役劃を担うとと
もに、先進医療、特に低侵襲医療の研究開発を推進
する。以上簡単に書きました。
　神戸大学医学部はどうするべきか。先端的な研
究か、研究者の育成か。地域医療の中核的存在であ
ることを自覚し、兵庫県の地域医療再生を指導する
か。困難な選択を迫られています。総会での意見
交換が必要ではないでしょうか。

副会長の再任を受けて
大　洞　慶　郎（昭和46年卒）

　６月22日の神緑会総会で理事就任のご承認をい
ただき、その後経理担当副会長に就任いたしました。
　２年前から経理担当副会長をしていますが、最初
は右も左も分からず（特に会費徴収制度）、事務局
の綾木さんに種々ご教示をいただきました。
　一般社団法人への移行時に、１億円の基金を９年
程度で取り崩して最終的に０円にする必要がある

▪▪▪▪
▪▪▪
▪▪
▪

▪▪▪▪
▪▪▪
▪▪
▪

のですが、それが無くなってからの社団の安定運営
を考えますと、今のままでは資金不足に陥ると思わ
れました。そこで、会長・理事・評議員の方々と相
談し、会費の納入率のアップや必要経費の削減に取
り組む事といたしました。
　ノーベル賞受賞者を輩出した名誉ある一般社団
法人神緑会のために、より一層の努力をしていきた
いと思っておりますので、皆様方のご理解とご協力
をよろしくお願いいたします。

副会長就任のご挨拶
中　野　康　治（昭和52年卒）

　今回神緑会副会長に就任させて頂きました、昭和
52年卒の中野康治（なかのやすはる）です。神戸神
緑会会長及び神緑会評議員議長の経験を生かし、責
務を尽くしたいと思います。大学卒業後、勤務医を
経て昭和63年に須磨・板宿で泌尿器科クリニックを
開業し、その後透析室の増設、グループホームを開
設し25年となりました。神緑会に対しては勤務医
時代や開業直後は開業医のベテランの先生方の集
まりとの印象が強かったのですが、須磨支部での活
動を通じて身近な存在となってきました。支部活
動は同窓の開業医の親睦会的色彩が強いのですが、
社団法人神緑会の本来の事業は現役学生と勤務医
への勉学・研究への援助が主体であり、広報活動（神
緑会会報誌・ニュースレター）も多くは学生と勤務
医の先生方への物となっています。又実際の予算
もほとんどが学生の白衣式や留学のサポート、勤務
医の研究に対する助成となっています。更に法人
の理事は勤務医が大部分を占め、私が開業医の意見
を代表して発言しなければならないような状態で
す。今後の社団法人神緑会の活動には、勤務医の先
生方の益々の参加が重要だと思われます。勤務医
の皆様のご協力をお願いいたします。
　最後に山中伸弥先生のノーベル賞受賞は我々同
窓の誇りであり、第二の山中伸弥のような研究者や
地域医療に貢献する臨床医を作る様に、後輩達の成
長に少しでも役に立てる様に、前田会長をアシスト
して行きたいと存じます。

▪▪▪▪
▪▪▪
▪▪
▪
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理事就任のご挨拶
兵庫医科大学　内科学冠疾患科　　　

大　柳　光　正（昭和49年卒）

　この度、神緑会理事に選出していただき、有り難
うございました。
　昭和49年卒業後は兵庫医科大学第一内科から循
環器内科（名称変更）を経て内科再編による内科学
冠疾患科に勤務しております。兵庫医大第一内科
は神戸大学医学部第一内科からの依藤先生が初代
教授で、助教授は岩崎先生（昭和56年から２代めの
教授）でした。医局員は神緑会会員が大多数で、神
緑会の先生方に診療や研究をご指導していただき
ました。特に昭和61年と62－64年に神緑会研究助
成費を頂きましたことをなつかしく思い出します。
また平成16年内科学冠疾患科に残ることができま
したのは、兵庫医大のみならず神緑会の先生方のご
支援のおかげと感謝しています。また色々な会合
でも神緑会会員の先生方にお世話になっておりま
す。
　振り返えりますと、兵庫医大支部長時代には、神
緑会に対して、貢献できていませんでしたが、今回
神緑会の理事に推挙されました機会に、これまでの
ご厚意に少しでも報いることができますように、神
緑会の発展のためにがんばりたいと心を新たにし
ております。今後とも、ご指導のほどよろしくお願
いいたします。

新任理事として
千　谷　容　子（昭和61年卒）

　この度、久しぶりに母校に帰って参りました。こ
れまで育てて来て下さった大勢の先生方、選挙で支
持して下さった会場の先生方、本当にありがとうご
ざいます。昔の古い研究室がいつのまにか立派な
新築に変わり、新しい建物が増築されていて、長い
時間が立った事を思い知らされ感無量です。山中
伸弥教授も本当によかったです。心からお祝い申
し上げます。二児の母で島津製作所研修経験者で
ある私に課せられた任務は、次世代の山中教授の育
成と女性問題、婦人科医育成サポートと多岐にわた
ります。紅一点ではありますが、皆さんが与えて下
さったこの機会を決して無駄に過ごすことがない

▪▪▪▪
▪▪▪
▪▪
▪

▪▪▪▪
▪▪▪
▪▪
▪

よう精一杯の事をいたします。女性医師の活躍支
援に連携しますので、女性医師や学生の方も気軽に
ご相談下さい。また主人が産婦人科出身ですので、
婦人科とも協力して活動いたします。もちろん神
戸大学全体のために尽力する所存ですので、宜しく
お願い申し上げます。

監事に就任して
吉　本　祥　生（昭和39年卒）

　この度の神緑会総会にて、監事に選出されました
ことを大変光栄に思っています。昭和33年に入学
以来、学生生活・研究・教育・部活動等神戸大学（医
学部・全学）での思い出は山積しています。
　専門課程での遠藤中節学長はじめ、名物教授（須
田　勇、岡本彰佑、岡本道雄、溝口史郎、松本　博、
堀田　進、友松達彌、辻　省三、楢林和之、柏木大
治、黒丸正四郎、平田美穂先生方）の講義は今だに
脳裏に鮮明に残っています。各先生方には、テニス
部・ドイツ語研究部・写真部・音楽鑑賞・囲碁・ゴ
ルフ等卒業後もご指導を頂きました。
　卒業後の進路は何の迷いも無く、尊敬の念で一杯
だった辻省三教授主宰の第２内科を選んだ。その
後一貫して、内分泌学を中心とした分野での臨床・
研究・教育に携わっています。
　同窓会の活動として、学年の５年毎の集会また神
緑会の学年代表評議員として、特に昭和40年代に積
極的に関与してきました。その後は海外留学が長
期であったり、国立病院の院長を務めていたことも
あり、活動は低迷しておりましたが、医学部創立60
周年記念のころから、少し積極的に関与したいとい
う思いが湧き出てきました。
　残念ながら、神戸大学全学の同窓会や他大学の医
学部同窓会活動と比較して物足らなさを感じてき
ました。昨年12月神戸大学医学部卒業生の山中伸
弥教授が栄えあるノーベル医学生理学賞を受賞さ
れ、同窓一同の歓喜これ以上のものはありません。
我々先輩は、この名誉に驕ることなく、後進の皆さ
ん方の躍進の力添えに役立つことが使命と考えて
います。同窓会の一役員として、今後一層の活動を
して行きたいと思っていますので、よろしくお願い
申し上げます。

▪▪▪▪
▪▪▪
▪▪
▪



　　◎その他の商品についても取扱いを行っておりますので、詳しくは各営業店の融資担当者までご

　　　相談ください。

〒651-0086 神戸市中央区磯上通3－2－17 〒670-0937 姫路市元塩町121

　7710-282-970：leT　1025-142-870：leT

〒661-0012 尼崎市南塚口町4－4－8 〒662-0911 西宮市池田町13－2

　0101-63-8970：leT　8826-6246-60：leT

（平成25年7月1日 現在）

本店営業部

尼 崎 支 店

姫 路 支 店

西 宮 支 店

Ｈｙｏｇｏｋｅｎ　Ｉｒｙｏｕ　Ｃｒｅｄｉｔ　Ｕｎｉｏｎ （ＨＩＣＵ）
兵庫県医療信用組合

兵庫の医療・医薬に関わる皆さまと共に歩む専門金融機関です

       ※４ 審査の結果によってはご希望に添えない場合がございますので、あらかじめご了承願います。

　　　　　キャンペーン期間：平成２６年３月末まで

       ※２ 金融情勢等により、内容の変更または取扱いを中止する場合がございます。

       ※１ 本商品は変動金利型の商品です。

       ※３ お借入に際しましては原則、社保または国保の振込指定が必要です。

   平成２5年６月より

  『介護・福祉事業ローン』
                      　 　　　　　　の取扱いを開始しました
   ◇ お使いみち        :    介護・福祉事業に係わる全ての資金
   ◇ ご融資限度額     :    ３億円
   ◇ ご融資期間        :    ２５年以内

＂特別金利キャンペーン＂

NEW!

事業性ローン 住宅ローン

▲０.１００%

年1.350%

年 1.550%

▲０.２００%

介護・福祉
事業ローン

オートローン

年1.550%

年 1.650%

▲０.１００%

年1.000%

年 1.100%

(1) 特 別 金 利

(2) 標 準 金 利

(1) － (2)
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独立行政法人福祉医療機構の概要と今後の展開
独立行政法人福祉医療機構　審議役　　

山　本　光　昭（昭和59年卒）

１．はじめに
　私は、現在、社会福祉施設や医療施設の整備な
ど、我が国の福祉と医療のインフラ整備の支援を担
う独立行政法人福祉医療機構におりますので、その
概要と今後の展開について紹介させていただきま
す。

２．福祉医療機構の概要
　独立行政法人福祉医療機構は、福祉の増進と医療
の普及向上を目的として設立された独立行政法人
です。当機構は、平成15年10月に独立行政法人とし
てスタートしており、現在、平成25年度を初年度と
する５カ年の「第３期中期計画」期間に入ってお
り、本年10月に創立10周年を迎えます。
　福祉医療機構は経営理念として、図１に示す「民
間活動応援宣言」を掲げ、お客様サービスの向上の
ためお客様目線と健全性を確保しつつ、地域の福祉
と医療の基盤づくりを推進しているところです。
具体的には、今後も新たな成長が期待される福祉 ･
医療分野におきまして政策融資金融機関としての
役割を担い、社会福祉施設や医療施設に対する融資

（福祉貸付 ･ 医療貸付）をはじめ、これら施設の経
営支援、社会福祉施設で働く方々の退職手当共済、
心身に障害のある方々の扶養保険、NPO 等民間団
体への助成、年金を受け取られている方々への融資
（年金担保貸付）、福祉保健医療情報の提供など10
事業を一体的に実施することにより、地域における
福祉と医療の基盤づくりに貢献しています。また、
平成23年３月に発生した東日本大震災により被災
された地域の社会福祉施設や医療施設等への復旧・
復興に向けた支援を行っています。

３．事業の紹介
①福祉貸付事業
　特別養護老人ホームや保育所、障害をお持ちの方
を支援する施設などの社会福祉施設を整備する際
に必要となる建築資金や設備備品整備資金、土地取
得資金等を長期 ･ 固定 ･ 低利で融資しています。ま
た、社会福祉施設の耐震化整備や都市部における整
備を推進するための融資条件の優遇、東日本大震災
にかかる被災地の復興のための資金等、様々なニー
ズに対応する融資メニューを提供しています。当

機構の融資の特色としては、長期・固定・
低利の融資に加え、福祉分野における長
年の実績、および全国データに基づく専
門的なアドバイスを行っている点にあり
ます。

②医療貸付事業
　病院や診療所、介護老人保健施設など
の建物整備や医療機器を購入するための
資金、施設運営のための運転資金を長期 ･
固定 ･ 低利で融資しています。また、病
院の耐震化整備を行う場合の融資条件の
優遇、制度改正などを原因とする突発的
な資金不足に対応するための運転資金の
融資など、変化するニーズにマッチした

行政だより

図１　経営理念「民間活動応援宣言」
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融資メニューを提供しています。当機構の融資の
特色としては、長期・固定・低利の融資に加え、医
療分野における長年の実績、および全国データに基
づく専門的なアドバイスを行っている点にありま
す。

③経営支援事業
　私たちが安心して生活するためには、社会福祉施
設や医療施設が地域の中で役割を果たし、安定して
経営されることが重要です。そのため、当機構で
は、経営診断やセミナーの開催を通して福祉医療施
設の安定経営を支援しています。融資を通じて得
た豊富なデータを活用し、経営基盤を強化していた
だくためのノウハウを施設経営に携わる皆様に提
供し、政策に沿った経営方針の立案、施設サービス
の更なる向上、経営状況の把握や他施設との比較な
ど、様々な場面で利用していただいています。当機
構の経営支援の特色としては、最新の政策動向や実
践事例を紹介する経営セミナーの開催、お客様の
個々の経営状況を踏まえた客観的 ･ 公平な視点で経
営診断を行っている点にあります。また、融資を通
じて得た豊富なデータを分析して、特別養護老人
ホーム、軽費老人ホーム、保育所、病院、介護老人
保健施設の５類型に関する「経営分析参考指標」を
冊子にして毎年発行しています。

④社会福祉振興助成事業
　NPO やボランティア団体などによる民間の創意
工夫ある活動や地域に密着したきめ細かな活動を、
助成金でお手伝いすることで、高齢者 ･ 障害者が自
立した生活を送れるよう、また、子供たちが健やか
に安心して成長できるような必要な支援を行って
います。さらに、東日本大震災の経験、課題等を踏
まえ、災害時の福祉支援ネットワークの構築を目的
とした「災害福祉広域支援事業」への助成も行って
います。当機構の助成事業の特色としては、児童虐
待や貧困問題などの重要な福祉課題に取り組んで
いる NPO 等への重点的な応援、複数の団体が連携
やネットワーク化によって実施する事業への応援、
活動に有効な情報提供や助言などの支援を行って
いる点にあります。

⑤退職手当共済事業
　当機構の実施している「退職手当共済事業」は、

「社会福祉施設職員等退職手当共済法」に基づき、
社会福祉法人等が経営する保育所や特別養護老人
ホーム、障害をお持ちの方を支援する施設などの社
会福祉施設を退職された方への退職金制度を運用
しているもので、職員の処遇向上、施設における良
質な職員の確保および福祉サービスの向上に貢献
しています。当機構の退職手当共済事業の特色と
しては、社会福祉法人の90％以上が利用しており、
退職金の財源は契約者（社会福祉法人等）、国、都
道府県の３者による負担で職員個人の負担は無い
賦課方式により運営している点にあります。

⑥心身障害者扶養保険事業
　地方公共団体（都道府県 ･ 指定都市）が条例に基
づき実施している「心身障害者扶養共済制度」は、
障害のある方を扶養している保護者の方々の連帯
と相互扶助の精神を基調として生まれた制度で、毎
月一定の掛金を納めることにより、保護者が万一お
亡くなりになられた場合などに、障害のある方に対
して終身一定額の年金を支給する任意加入の制度
で、当機構の「心身障害扶養保険事業」は、この制
度を当機構が保険している事業です。本事業の特
色は、地方公共団体の制度を支えている事業という
点であり、全国的な規模の事業として運営すること
により、制度を安定的、効率的に実施できている点
にあります。

⑦ WAMNET 事業
　 福 祉 ･ 保 健 ･ 医 療 の 総 合 情 報 提 供 サ イ ト
「WAMNET（ワムネット）」は、福祉医療に係る
制度 ･ 施策、その取り組み状況や支援体制などにつ
いて、福祉医療関係者や一般の方に向けてわかりや
すく広く提供することで福祉と医療の活動を支援
しています。具体的には、「行政情報」として厚生
労働省等のホームページに掲載されている会議資
料等をリンクにて案内、「各種事業者情報」として
全国の介護 ･ 障害福祉サービス事業者情報をリンク
等にて案内、「東日本大震災情報」として被災地支
援を行っている団体の活動内容等を集約して提供、
「評価情報」として社会福祉施設、介護保険地域密
着型施設の評価情報の案内などを情報提供してい
ます。
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⑧年金担保貸付事業及び労災年金担保貸付事業
　当機構の実施している「公的年金担保貸付制度」
は、「厚生年金保険法」、「国民年金法」、「労働者災
害補償保険法」、「独立行政法人福祉医療機構法」に
基づき、厚生年金保険、国民年金、労働者災害補償
保険の年金を担保とする唯一認められている公的
融資制度です。これらの年金を受給されている
方々が、保健医療、介護 ･ 福祉、住宅改修、冠婚葬
祭などの支出のために、一時的に小口の資金が必要
な場合に利用できるものとなっています。

⑨承継年金住宅融資等債権管理回収事業
　旧年金福祉事業団等が年金の財源を基に住宅取
得などのために融資した債権の管理と回収を行っ
ています。これにより回収された資金は、年金財政
に納付され、将来の年金給付の財源となっていま
す。承継した債権管理回収事業には、年金住宅貸付
資金の債権管理回収、福祉施設設置整備資金貸付
（社宅 ･ 療養施設 ･ 厚生施設 ･ 分譲住宅等）の債権
管理回収、年金担保貸付の債権管理回収（平成13年
３月までに旧年金福祉事業団で貸付を実行したも
の）があります。

４．福祉貸付・医療貸付事業の特徴と利点
　当機構の福祉貸付・医療貸付事業の特徴は、図２
に示すとおり、「小回りのきく福祉・医療支援の専
門店」として、福祉医療を取り巻く環境の変化に合

わせ、現場のニーズに沿ったきめの細かいサービス
を提供している点にあります。契約額は図３に示
すとおり、平成22年度から平成24年度まで３期連続
で3,000億円超の契約額で推移するとともに、貸付
残高は図４に示すとおり平成24年度末で３兆2,400
億円となっています。
　当機構の融資は、基本は社会福祉施設や医療施設
の事業が着実に回る（＝返済ができる）ことが、着
眼点になっています。すなわち、当機構の発想は、
融資先が、地域福祉・地域医療を確保し、向上させ
ていくことに、最大の関心をもっており、融資相
談・申請の際に、詳細かつ実現可能な事業計画等の
提出を求めます。一部の融資先からは、膨大な資料
の作成・提出に不満のお声をいただいております
が、この資料づくりや当機構との相談などを通じ
て、事務部長をはじめとする経営管理担当職員のト
レーニングとして活用しているという発想の経営
者もいらっしゃるようです。また、同種同規模の社
会福祉施設や医療施設の全国データを有している
ことから、自法人の強み、あるいは課題点を確認す
ることが出来る利点もありますし、当機構の融資が
認められると、その信頼性から、民間金融機関の融
資も受けやすくなると言われています。

５．むすびに
　今後の当機構の課題としては、「福祉医療機構」
という名称の知名度の低いことに関して、広報機能

「福祉医療貸付事業」を核として「福祉医療貸付事業」を核として
1010の事業を一体的に実施の事業を一体的に実施

≪経営支援事業≫
施設経営のノウハウ

≪退職手当共済事業≫
人材育成を支援

≪ＷＡＭ ＮＥＴ事業≫
情報の提供

≪社会福祉振興助成事業≫
介護･子育て･障害者支援

要望

国における福祉・医療政策国における福祉・医療政策

≪福祉、医療、介護サービスの基盤整備≫≪福祉、医療、介護サービスの基盤整備≫

福祉・医療を取り巻く環境

介護・診療報酬等
公定価格による経営

非営利・公共性

人員配置等の規制
基本としては、事業から
の撤退は想定していない

お客さまの声

≪被災地の利用者の声≫
○運転資金が必要 ○返済猶予が必要 ○二重ローン問題 等

長期･固定･低利
の資金が必要

福祉医療の専門家
に相談したい

耐震化整備事業など
新たな収益を生まない事業は

ＷＡＭの優遇融資が必要

政策融資

増大する
利用者ニーズ

図２　福祉医療機構の政策金融としての役割
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を強化して、知名度を上げていくことを目指すとと
もに、民業補完というスタンスで、民間金融機関に
対する福祉医療分野の融資に関するノウハウの提
供、協調融資を目指しています。
　国民の皆様にとって身近で信頼できる組織とな
るよう、お客様目線を大切に自己改革に取り組むと
ともに、「小回りのきく福祉・医療支援の専門店」
として、私としても、微力ながら、一層努力してい
く所存でありますので、神緑会会員の皆様の一層の

福祉医療貸付 貸付残高推移

図４　福祉医療貸付の貸付残高推移

当機構に対するご理解とご支援をよろしくお願い
申しあげます。

編集委員会から
　行政だよりは例年、神緑会学術誌に掲載していま
したが、カラー印刷の利点もあり、ニュースレター
に分散して載せます（前田光哉、永田充生各先生分
は11月）。

福祉医療貸付 契約額推移

図３　福祉医療貸付の契約額推移



Page 18� 神緑会ニュースレター

　西塚泰美先生は、2001年２月に神戸大学学長を退
かれた後、同年４月に成人病センター総長を勤めら
れるとともに同年９月にシスメックス株式会社中
央研究所（神戸市西区）の名誉顧問に就任された。
そして、2004年11月４日、突然にお亡くなりになる
まで同研究所に毎週通われて、特に若手の研究員ら
には大いに薫陶を与えたと聞く。
　その後、先生の学術的資料は同社に預けられ、「西
塚泰美記念資料室」において研究開発に携わる社
員の教育・研修に活用されてきた。
　このたび、さらに改装されたという同室を訪問し
たので、ここに紹介したい。
　新たな「西塚泰美記念資料室」は、同社テクノ
パーク内のセントラルオフィス一角にある。名誉
顧問室を復元した形をとりつつも、受賞関連品の展
示室と教育 ･ 研修のためのスペースが備えられてい
る。
　足を踏み入れると右手には、西塚先生の略歴が展

示されている。先生が関わられた書籍が並ぶ様子
は、かつての研究室を思い起こさせるものだ。左手
のパネル『西塚泰美博士の足跡』は、「細胞内シグ
ナリングの研究と継承」と題された同社での講演
を基に、その研究史を追ったもので、2011年の癌学
会総会でも展示された（吉川潮（神戸大学バイオシ
グナル研究センター教授）監修）。
　モニターでは、スライド作成がお得意であった自
作のブルースライドを用いた先生の講演を視聴す
ることができる。
　2004年９月、神緑会館での大学院学生を対象とし
た講義が、結果的に先生の最終講義となってしまっ
たのだが、亡くなられて１年後に、関係者が会して
その音声と画像とを視聴した。それがきっかけと
なって編集されたのが、DVD 集『西塚泰美博士講
演記録』（吉川・山村編集、2009年同社発行、非売品）
である。この DVD 集作成に関してはシスメックス
社の多大なる貢献のお蔭であり、ありがたく感謝し

西塚泰美記念資料室（シスメックス株式会社）を訪ねて

図１．正面入り口から見た室内。奥に往時の名誉顧問室を復元している。

山　村　博　平（昭和42年卒）
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ている。他にも遺されたビデオテープから３件、計
４件の講演を収めた。神戸大学附属図書館の蔵書
ともなっているので、ご覧いただきたい。
　さらに、Nature や Science の論文の手書きの生
原稿を手にとって眺めることができる。展示され
ているのは、1980年代に世界で最も多く引用された
論文の原稿などである。鉛筆で書かれた講演原稿
には赤ペンの書き込みが残る。上記の最終講義の
原稿にも、先生の印象的な言葉の数々を確かめるこ
とができる。展示品以外にも自筆原稿などが数多
く残されており、現在も整理が進行中ということで
ある。
　一方、ガラス張りの右手の展示室には受賞関連の
品々が並んでいる。文化勲章、ラスカー賞、京都
賞、ウォルフ賞などのメダルやトロフィー、賞状な
どを間近に目にすることができた。
　室内奥のかつての名誉顧問室を復元したスペー
スには、先生の肖像写真が掲げられ、机や応接セッ
トが配置されている。大切になさっていた「寄せ書
き」の額も掛けられていた。これは、日本学士院賞
受賞記念の講演会の際、英国の Micheal Berridge
博士から贈られたもので、PKC シグナルカスケー
ドに研究者らのサインが寄せられたものである。
　同社は、先生の言葉を講演原稿や式辞などから集
め、日めくりカレンダー『西塚泰美先生のことば』
を作成した。社員の教育研修を目的としていると
いうことだ。表紙には先生の写真とともに「あんた
最近何しとるんや」という言葉が見える。先生は
今もなお、研究員らに刺激を与え続けているようで
ある。
　この資料室は一般には非公開となっているが、見

図２．左側壁：西塚先生の足跡を掲示 図３．右側壁：各種受賞関連の品々を展示

学を希望する場合は、山村博平（42年卒）、中村俊
一（57年卒）＊まで連絡をいただければ、紹介も可
能であることを申し添えたい。資料・取材に協力し
てくださったシスメックス中央研究所副部長吉田
智一氏並びにスタッフの方々に感謝します。

参考
１．山村博平「西塚泰美先生との出会い　そして別

れ」、『神戸大学医学部　神緑会学術誌』21，
55-57（2005）

２．DVD 集の「はじめに」吉川潮・山村博平　筆
　（2009）

＊連絡先　山村博平　　kinougenomu@yahoo.co.jp
　　　　　中村俊一　　snakamur@kobe-u.ac.jp
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交連骨格として解剖学教育を見守る
初代校長 小川瑳五郎先生

神経発生学分野（旧解剖学第１）教授　　寺　島　俊　雄（特別会員）

　平成25（2013）年６月17日、兵庫県立医学専門学
校の初代校長小川瑳五郎（おがわさごろう）先生の
次男である小川晶三（おがわしょうぞう）氏と三男
である小川瑳生郎（おがわさぶろう）氏が故小川瑳
五郎先生の60回忌の法要を兼ねて来校し、解剖学実
習室に交連骨格として供覧されている小川先生の
ご遺骨と霊安室にて対面し、線香を手向けて回向さ
れた。その後、基礎学舎構内の「献体之碑」に献花
され（写真１参照）、引き続き神緑会理事長である
前田盛名誉教授により神緑会館にて小川瑳五郎先
生に関する展示や書籍の説明を受けた（写真２）。
なおご遺族の小川晶三氏は、昭和34年に神戸医大を
卒業され、現在は米国ハワイ州ホノルルにて内科医
として活躍されている。
　小川瑳五郎先生（1876－1951）（写真３参照）は
東京帝大を卒業後、内科を専門として、長崎医専教
授、京都医専教授、京都府立医大学長を歴任し、神
戸病院院長を経て、昭和19（1944）年１月に認可さ
れた兵庫県立医学専門学校の初代の校長に就任し
た。小川先生は、昭和26（1951）年５月30日に逝去
されたが（享年75歳）、死後も医学教育に尽すこと
を望み、兵庫県立医科大学（当時）に献体された。
ご遺体は１年にわたる曝骨処理後、交連骨格として

組みたてられて、以来、60年余にわたり解剖学実習
室にて骨格標本として供覧され、現在でも医学科の
解剖学教育に用いられている。神戸大学医学部に
て学んだ学生は、解剖学実習室の木製ケースの中に
交連骨格があることを多少なりとも記憶している
ことだろう。その交連骨格が、初代校長の小川先生
に他ならない。
　交連骨格とは骨の中に針金を通し、全体として繋
げた骨標本のことである。今も昔も個々の骨が分
離した骨標本（分離骨標本という）で骨学を学ぶこ
とから解剖学教育がスタートするが、バラバラに
なった手根骨や足根骨をそれぞれ単一の骨として
学ぶことは余り意味がない。むしろ手くび全体あ
るいは足くび全体として個々の手根骨や足根骨を
学ぶことの方がよほど重要である。いつの時代の
医学生も苦労して分離した手根骨や足根骨からこ
れを組み立てるのであるが、これが存外に難しいこ
とは神緑会の会員諸氏であればご記憶のことであ
ろう。骨学実習が始まると分離骨標本を手にした
学生が交連骨格の周囲に自然と集まるのであるが、
その理由は交連骨格を照覧しながら分離骨標本を
組みたてるのが最も容易であるからである。
　交連骨格にしろ分離骨標本にしろ、骨標本を作成

写真１　�献体之碑の前にて（左より小川瑳生郎氏、小川晶三
氏、山鳥崇名誉教授）

写真２　�ご遺族に故小川瑳五郎先生の業績を説明する前田盛
神緑会会長

　平成25（2013）年 ６ 月17日、兵庫県立医学専門学
校の初代校長小川瑳五郎（おがわさごろう）先生の
次男である小川晶三（おがわしょうぞう）氏と三男
である小川瑳生郎（おがわさぶろう）氏が故小川瑳
五郎先生の60回忌の法要を兼ねて来校し、解剖学実
習室に交連骨格として供覧されている小川先生の
ご遺骨と霊安室にて対面し、線香を手向けて回向さ
れた。その後、基礎学舎構内の「献体之碑」に献花
され（写真１参照）、引き続き神緑会会長である前
田盛名誉教授により神緑会館にて小川瑳五郎先生
に関する展示や書籍の説明を受けた（写真２）。な
おご遺族の小川晶三氏は、昭和34年に神戸医大を卒
業され、現在は米国ハワイ州ホノルルにて内科医と
して活躍されている。
　小川瑳五郎先生（1876－1951）（写真３参照）は
東京帝大を卒業後、内科を専門として、長崎医専教
授、京都医専教授、京都府立医大学長を歴任し、神
戸病院院長を経て、昭和19（1944）年１月に認可さ
れた兵庫県立医学専門学校の初代の校長に就任し
た。小川先生は、昭和26（1951）年 ５ 月30日に逝去
されたが（享年75歳）、死後も医学教育に尽すこと
を望み、兵庫県立医科大学（当時）に献体された。
ご遺体は１年にわたる曝骨処理後、交連骨格として

組みたてられて、以来、60年余にわたり解剖学実習
室にて骨格標本として供覧され、現在でも医学科の
解剖学教育に用いられている。神戸大学医学部に
て学んだ学生は、解剖学実習室の木製ケースの中に
交連骨格があることを多少なりとも記憶している
ことだろう。その交連骨格が、初代校長の小川先生
に他ならない。
　交連骨格とは骨の中に針金を通し、全体として繋
げた骨標本のことである。今も昔も個々の骨が分
離した骨標本（分離骨標本という）で骨学を学ぶこ
とから解剖学教育がスタートするが、バラバラに
なった手根骨や足根骨をそれぞれ単一の骨として
学ぶことは余り意味がない。むしろ手くび全体あ
るいは足くび全体として手根骨や足根骨を学ぶこ
との方がよほど重要である。いつの時代の医学生
も分離した手根骨や足根骨から苦労してこれを組
み立てるのであるが、これが存外に難しいことは神
緑会の会員諸氏であればご記憶のことであろう。
骨学実習が始まると分離骨標本を手にした学生が
交連骨格の周囲に自然と集まるのであるが、その理
由は交連骨格を照覧しながら分離骨標本を組みた
てるのが最も容易であるからである。
　交連骨格にしろ分離骨標本にしろ、骨標本を作成

写真１　�献体之碑の前にて（左より小川瑳生郎氏、小川晶三
氏、山鳥崇名誉教授）

写真２　�ご遺族に故小川瑳五郎先生の業績を説明する前田盛 
神緑会会長
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交連骨格として解剖学教育を見守る
初代校長 小川瑳五郎先生

神経発生学分野（旧解剖学第１）教授　　寺　島　俊　雄（特別会員）
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である小川瑳生郎（おがわさぶろう）氏が故小川瑳
五郎先生の60回忌の法要を兼ねて来校し、解剖学実
習室に交連骨格として供覧されている小川先生の
ご遺骨と霊安室にて対面し、線香を手向けて回向さ
れた。その後、基礎学舎構内の「献体之碑」に献花
され（写真１参照）、引き続き神緑会理事長である
前田盛名誉教授により神緑会館にて小川瑳五郎先
生に関する展示や書籍の説明を受けた（写真２）。
なおご遺族の小川晶三氏は、昭和34年に神戸医大を
卒業され、現在は米国ハワイ州ホノルルにて内科医
として活躍されている。
　小川瑳五郎先生（1876－1951）（写真３参照）は
東京帝大を卒業後、内科を専門として、長崎医専教
授、京都医専教授、京都府立医大学長を歴任し、神
戸病院院長を経て、昭和19（1944）年１月に認可さ
れた兵庫県立医学専門学校の初代の校長に就任し
た。小川先生は、昭和26（1951）年５月30日に逝去
されたが（享年75歳）、死後も医学教育に尽すこと
を望み、兵庫県立医科大学（当時）に献体された。
ご遺体は１年にわたる曝骨処理後、交連骨格として

組みたてられて、以来、60年余にわたり解剖学実習
室にて骨格標本として供覧され、現在でも医学科の
解剖学教育に用いられている。神戸大学医学部に
て学んだ学生は、解剖学実習室の木製ケースの中に
交連骨格があることを多少なりとも記憶している
ことだろう。その交連骨格が、初代校長の小川先生
に他ならない。
　交連骨格とは骨の中に針金を通し、全体として繋
げた骨標本のことである。今も昔も個々の骨が分
離した骨標本（分離骨標本という）で骨学を学ぶこ
とから解剖学教育がスタートするが、バラバラに
なった手根骨や足根骨をそれぞれ単一の骨として
学ぶことは余り意味がない。むしろ手くび全体あ
るいは足くび全体として個々の手根骨や足根骨を
学ぶことの方がよほど重要である。いつの時代の
医学生も苦労して分離した手根骨や足根骨からこ
れを組み立てるのであるが、これが存外に難しいこ
とは神緑会の会員諸氏であればご記憶のことであ
ろう。骨学実習が始まると分離骨標本を手にした
学生が交連骨格の周囲に自然と集まるのであるが、
その理由は交連骨格を照覧しながら分離骨標本を
組みたてるのが最も容易であるからである。
　交連骨格にしろ分離骨標本にしろ、骨標本を作成

写真１　�献体之碑の前にて（左より小川瑳生郎氏、小川晶三
氏、山鳥崇名誉教授）

写真２　�ご遺族に故小川瑳五郎先生の業績を説明する前田盛
神緑会会長

生は、臨終の直前まで道路を挟んで海側の基礎校舎
に常に顔を向け、医学教育の将来に想いを馳せてい
たとのことである。医学校の創立者が、学生教育を
目的として、自身の体を骨格標本として遺した例を
私は知らない。小川先生のような教育者を初代校
長として仰ぐことができたことが、神戸大学医学部
の現在の発展に繋がったといえないだろうか。
　ご遺族が訪れた ６ 月17日は梅雨の中休みの良く
晴れたとても暑い日であったが、ご遺族のすがすが
しい印象のみ残る爽やかな日であった。故小川瑳
五郎先生が立派な方であったことは間違いないが、
このように故人の遺志を尊重されるご遺族もまた
立派である。このような方々に支えられて解剖学
教育が成立していることを忘れてはならないだろ
う。
　最後であるが、今回のご遺族の訪問にあたって、
前田盛神緑会会長には並々ならぬ配慮を頂戴した。
ことに大冊の「神戸大学医学部五十年史（平成六年
刊）」を会長よりご遺族に献呈していただいたが、
後日、ご遺族より感謝のお手紙を頂戴した。今後と
もご遺族と医学部ならびに神緑会の間に長く交流
が続くことを祈念して、筆を置くことにする。

写真３　初代校長 小川瑳五郎先生肖像画（小磯良平画）
　　　　（神戸大学医学部五十年史より引用）

する方法を、晒し骨法という。この方法は要するに
筋肉、靭帯、骨膜、関節軟骨などを骨から除去する
作業であるが、晒し骨にするためには多大な労力と
時間を要するのである。近年ではご遺骨は遺族に
返却することを原則としているため手元には残ら
ない。骨標本を輸出していたインドも、インディ
ラ・ガンジー首相が輸出を差し止めて以来、人骨の
輸出は禁じられたままとなっている。したがって
今後は交連骨格や分解骨標本を作成したり、購入す
る機会はほとんどなく、それゆえ現有の骨標本は解
剖学の教育上、極めて貴重であることはまちがいな
い。もちろん、現在でも人骨を購入する手段はある
が、それが死体解剖保存法や献体法に照らして合法
的か否かとなると、私は非合法と思っている。
　古い遺体原簿の小川瑳五郎先生の記載のある
ページを読むと、昭和26年 ５ 月30日に死亡された小
川先生のご遺骨は、その後、曝骨処理され、交連標
本としてケースに入れてこれを保存し、１年後の昭
和27年 ５ 月30日午後２時から５時に学部長室に安
置の上、一周忌の法要が行われたととある。爾来、
61年の長きにわたり、初代校長のご遺骨は、交連骨
格として学生に慈愛のまなざしを注いていたこと
になる。今回、ご遺族の晶三氏、瑳生郎氏に当時の
思い出を伺ったところ、附属病院に入院中の小川先
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救急部　　岡　田　直　己（平成７年卒）

　このたび神戸大学医学部附属病院救急部特命教
授に就任された西山隆特命教授の就任祝賀会が、さ
る６月29日に ANA クラウンプラザで行われまし
た。神緑会前田盛会長や杉村和朗神戸大学病院長
をはじめ神緑会会員の皆様、他施設の救急医療関係
者、西山教授の前任地である愛媛大学や香川大学の
関連施設等から多数ご臨席いただき、あらためて西
山教授の幅広い人脈と、西山教授にかかる期待の大
きさを実感しました。
　冒頭、発起人である神戸赤十字病院院長小澤修一
先生と、乾杯の音頭をとっていただいた兵庫県災害
医療センター長中山伸一先生から、1988年に神戸大
学医学部附属病院救急部創設時からの歴史を語っ
ていただきました。1994年12月に故石井昇先生が
救急部長就任後、阪神淡路大震災を経て、1997年４
月に災害・救急医学講座初代教授に就任されまし
た。石井先生は2012年１月に退官され、今回西山先
生が第２代の教授就任となりました。
　さらに西山先生の恩師である愛媛大学教授相引
眞幸先生、香川大学名誉教授小栗顕二先生、愛媛大
学名誉教授白川洋一先生からご祝辞をいただきま
したが、粘り強く面倒見がいいお人柄を様々なエピ

救命救急科　西山　隆 特命教授　就任祝賀会

ソードとともにご披露くださいました。
　神戸市消防局の嶋秀穂局長は消防と大学病院の
今後の更なる連携の重要性をお話しされました。
そして前田盛神緑会会長からは神戸大学医学部の
特色をご説明いただきました。
　今回教授交代に伴い一部新聞にも報道されまし
たように、医局員が減少し新規救急患者の受け入れ
を制限せざるを得ない状況になりました。神緑会
の皆様には大変ご迷惑とご心配をおかけしました
が、７月１日には愛媛大学から大坪里織特定助教が
就任され、医局員が西山教授以下６名となり、７月
22日から救急部として診療再開の運びとなってい
ます。
　８月には総合内科から山田克己特命准教授が就
任予定であり、僅かずつではありますが陣容を拡充
しつつあります。これはひとえに杉村和朗病院長
や神緑会の先生方をはじめとして神戸大学病院内
外の関係者の皆様による多大なるご尽力の賜物で
ありまして、この場をお借りして厚くお礼を申し上
げます。
　ただ常勤スタッフ数は以前に比して未だ半減し
ている状態であり、諸先生方には暫くご迷惑をおか
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けすることと存じますが、何卒ご理解とご協力を併
せてお願い申し上げる次第です。
　祝賀会では今後の救急部の方向性に関するご質
問も多数賜りました。
　西山教授は、神戸大学医学部附属病院救急部の特
命教授でありますが、大学院医学系研究科外科系講
座災害・救急医学分野の分野長も兼任されており、
これまで通り救急医学と災害医学の両面を積極的
に担ってきた当講座の歴史を継承発展していく抱

負を語っています。具体的には、まずは医局員の人
数を充実させ、そして災害救急医学の臨床教育と今
後研究にも対応できる医師の育成に励み、地域医療
にも貢献できるよう配慮していきたいとの考えで
す。
　教室員もそのために一同で力を合わせていく所
存でありますので、皆様方からのご指導、ご鞭撻を
よろしくお願い申し上げます。

西山教授ご夫妻を前に祝辞を述べる前田会長 感謝の言葉を述べる西山教授夫妻

事務局からのお願い

　一般社団法人神緑会では、会員の慶事には皆様と共にお祝いを申し上げたいと考えております。
　また、弔事等には、神緑会としてささやかながらもお悔やみやお見舞いを申し上げたいと考えております。
　ただ、残念なことにその情報が十分に収集できずに、後手後手に廻っているのが現状です。
　ご本人はもとより、お友達や関係者の方々からの情報提供をお願い申し上げます。

連絡先；神緑会事務局　�Tel 078-361-0616　Fax 078-361-0617�
メール　sinryoku@med.kobe-u.ac.jp

同窓会　神緑会・名簿編集委員会

喜びは一人占めせずに仲間で分かち合いましょう。
　嬉しいお話を耳にしたら、事務局に耳打ちしてください。

哀しみは一人で背負わずに仲間で背負い合いましょう。
　哀しいお話に接したら、事務局にもお知らせください。
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平成２５年 ７月１日現在

          

神戸大学医学部附属病院医事課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　               　　 　　　　　　　　　　 神戸市 中央区 楠町7丁目5番2号

　代表TEL:078-382-5111 FAX:5285

http://www.hosp.kobe-u.ac.jp

領域名 診  療  科　等 区分 金木水火月
 循環器内科 初診 　）脈整不（】授教准命特【弘明田吉・】授教准【郎達田石・　昭憲　本江・也智　下山・史具　谷高・

TEL･FAX:382-5846･5859 ・和秀　中田・ 福沢　公二（不整脈初診） ・小林　成美　・佐々木　直人　・谷口　悠

科　　　長：平田　健一 再診 亮　尾西・　行良　武力・童竜　原藤・】授教准命特【弘明田吉・二公　沢福・嗣隆　杜・

郎俊　家新・一純　西今・弘明　田吉：長医来外 ・志手　淳也・松本　賢亮 ・本庄　友行　・佐古田　剛

外DCI・ーカーメスーペ・］後午［）患疾性天先人成（子知佐　戸城・雄允　笠衣・　也一　川宮・　雅寛　竹大・也智　下山：長医棟病 来

 腎臓内科 午前 純　藤伊・夫道　津梅・毅秀　井藤・郎太健　井中・】授教命特【一愼　西・

TEL･FAX:382-6500･6509

科　　　長：西　愼一 午後 子利由　倉米・夫道　津梅・毅秀　井藤・】授教命特【一愼　西・介俊　藤後・

外来医長：後藤　俊介

病棟医長：藤井　秀毅

 呼吸器内科 初診 美智　下寺、弘泰　田船・矢朱　堀・郎太俊　永徳・幸和　林小・ 久記由　山畠・

博善 村西・］前午[介大　村田・9585･6485-283:XAF･LET 【特命教授】（呼吸器疾患一般） ・寺下　智美［１，３，５週］（睡眠時無呼吸症候 ・小林　和幸[午前］（呼吸器疾患一般） ・立原　素子　（肺癌）

科　　　長：西村　善博 　（肺がん、胸膜中皮腫、胸部異常陰影） 　堀　朱矢［２，４週］（睡眠時無呼吸症候群）

外来医長：小林　和幸 再診 ・立原　素子（肺癌）[午後] ・船田　泰弘[午後］（間質性肺炎） ・大寺　博（呼吸器疾患一般） ・永野　達也（呼吸器疾患一般）[午後]

病棟医長：船田　泰弘 ・河　良崇（ＣＯＰＤ・喘息）[午後] ・禁煙：新家　治子[午後] ・櫨木　暢子（睡眠時無呼吸症候群 ＳAＳ）

 膠原病リウマチ内科 ・森信　暁雄【准教授】 ・三枝　淳[終日] 第[史宗　橋高・]日終[則芳　形古・ 1・3・5週] ・西田　美和[第1・3・5週　午前]

TEL･FAX:382-6197･6209 初診 ・蔭山　豪一[終日] ・明石　健吾[第2･4週] ・古形　芳則［第2・4週　午前］

科　　　長：森信　暁雄 ・ （初診のみ） ・河野　誠司［午前］

外来医長：蔭山　豪一 再診

病棟医長：古形　芳則

 リウマチセンター ］前午［】授教准【 雄暁　信森・］前午［佑啓　村西・］前午［一豪　山蔭・］前午［子穂早　信森・］前午［淳　枝三・

TEL･FAX:382-6197･6209 ］前午［作耕　田津・]前午[荘　藤千・］前午［一隆　野岡・

科　　　長：森信　暁雄

外来医長：蔭山　豪一

病棟医長：古形　芳則

 消化器内科 ・豊永　高史【准教授・光学医療診療部長】 ・東　健【教授】（消化器疾患） ・奥野　達哉（化学療法） ・吉田　優【准教授】、大井　充 ・森田　圭紀（消化管癌、内視鏡診断治療）

TEL･FAX:382-6305･6309 　（消化管癌、内視鏡診断治療） ・増田　充弘　（胆膵疾患、消化器疾患） ・石田　司（消化器疾患） 　孝橋　道敬（炎症性腸疾患） ・矢野　嘉彦（肝疾患）

科　　　長：東　　健 ・有坂　好史【特命准教授】（胆膵疾患） ・池田　篤紀、奥野　達哉（化学療法） ・斉藤　雅也（肝疾患） ・矢野　嘉彦（肝疾患） ・竹中　完（消化器疾患、胆膵疾患）

外来医長：森田　圭紀 ・矢野　嘉彦（肝疾患） ・平野　仁崇（肝疾患） ・百瀬　健次（肝疾患）（形成外科外来） ・塩見　英之（胆膵疾患）[午前］ ・久津見　弘【特命教授】（胆膵疾患）

病棟医長：塩見　英之 ・田中　心和（消化器疾患）〔午後〕 ・吉田優【准教授】、吉江智郎 ・斉藤　雅也（肝疾患）[午後]

　　　　　　　　　　　　（炎症性腸疾患）［午後］

初診 　士勇　田廣・】授教准【渉　川小・彦一　口坂・子陽　野奥、彦一　口坂・】授教准【渉　川小・

 糖 尿 病 ･ 也哲　岡細・】授教【明良　戸木・希裕　本西、介進　島中・　］週５・３・１第［祥元　上坂・弘和　村野・

再診 ・前田　英一【特命教授】［第２・４週］　

 内分泌内科 裕　橋髙・三元　口井・規秀　岡福・介秀　治加・裕　橋髙・

TEL･FAX:382-5861･2080 三元　口井・　規秀　岡福・

科　　　長：小川　渉

外来医長：井口　元三

病棟医長：廣田　勇士

 神経内科［要予約] 司兼　口関・　】授教【生典　田苅・博健　田上、】授教【史達　田戸・］診初後午［司兼　口関・敦　我久・】授教准【朋久　和古・

】授教【生典)ﾞﾀﾝｶ(田苅・嗣久　花立・］前午［夫和　田鷲・9985･5885-283:XAF･LET [午後] ・安井　直子（眼瞼痙攣・顔面痙攣・

】授教准【朋久　和古・］後午[渉　竹佐・史達　田戸：長　　　科 ［午後メモリークリニック］ ）療治スクットボるす対に頚斜性痙　慶恒　関・子直　井安・

】授教准【朋久　和古・健　中上・］後午［久喜　塚大・］クッニリクーリモメ後午[夫和　田鷲・敦　我久：長医来外 [午後メモリークリニック］ ・鷲田　和夫［午後メモリークリニック］

］理心後午［子美貴　本山・］理心後午［子美貴　本山・朋久　和古：長医棟病

 腫瘍・血液内科 】プールグ形固【】プールグ形固【】プールグ形固【】プールグ形固【】プールグ形固【

［要予約］［予約外問い合わせ］ ・清田　尚臣[終日]（総内外来） ・南　博信【教授】［終日］（総合内科） ・向原　徹【特命准教授】［終日］ ・豊田　昌徳［16時家族性腫瘍］ ・茶屋原　菜穂子［午前］（総合内科）

TEL･FAX:382-5820･5821 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総合内科） 　　　　　　　　　　　　　　　　　（総合内科）

科　　　長：南　　博信 【血液・造血幹細胞移植グループ】 【血液・造血幹細胞移植グループ】 【血液・造血幹細胞移植グループ】 【血液・造血幹細胞移植グループ】 【血液・造血幹細胞移植グループ】

外来医長：豊田　昌徳 ・南　陽介　（受付：総合内科受付） ・松岡　広【准教授】（総内外来） ・薬師神　公和（内科外来） ・伊藤　光宏（内科外来） ・川本　晋一郎（内科外来）

病棟医長：清田　尚臣 　　　　　　　（診察：泌尿器外来）

 血液内科 樹宏　野川・雄義　山片・雄義　山片・樹宏　野川・

TEL･FAX:382-6912･6910

科　　　長：東　　健

外来医長：片山　義雄

病棟医長：片山　義雄

 感染症内科 ]後午[気勇　本山・]前午[剛　路大・）週５・３・１第（]前午[央裕　尾松・ ]後午[翔　村西・]前午[】授教【郎太健　田岩・  （第１・３・５週）

TEL･FAX:382-6297･6298 ）週４・２第（]前午[渉　嵐十五・]後午[ンアイラブ山羽・ ・浅川　俊[午後]（第２週）・工藤　史明（第４週）

科長：岩田、外来病棟医長：大路

 漢方内科 ・西本　隆[午後][第２．４週］ ・薄木　成一郎[午後][第１．３．５週］

TEL･FAX:382-6596･6597 ・岡田　直己[午後][第２．４週］

 総合内科 行寛　森・愛　田牟・大剛　國豊・司健　澤金・行寛　森・

TEL･FAX:382-6596･6597 ・ 志隆　井荒・大剛　國豊・馨　沢老海・郎太健　川皆・修　川保久

】授教【史尚　田安・滋光　村西・司健　澤金：長　　　科 ・三好　園子 】授教命特【良正　本橋・子園　好三・

子素　部服・之博　戸世・滋光　村西・志隆　井荒・己克　田山・滋光　村西：長医来外

病棟医長：森　寛行

 放射線科 ・大野　良治【特命教授】（呼吸器外来） ・大野　良治【特命教授】（呼吸器外来） ・祖父江　慶太郎（IVR外来） ・大野　良治【特命教授】（呼吸器外来） ・神山　久信（呼吸器外来）

）来外合総（】授教【朗和　村杉・）来外ＲＶＩ（司幸　本杉・）来外RVI（人雅　口山・9216･4016-283:XAF･LET ・吉川　武

科　　　長：杉本　幸司 ）来外ＲＶＩ（人雅　口山・）来外RVI（也卓　田岡・）来外RVI（介英　嶋上・

外来医長：神山　久信

病棟医長：祖父江　慶太郎

 放射線腫瘍科 輝英　村西・】授教命特【平良　木々佐・史賢　田吉・】授教命特【平良　木々佐・生泰　島江・

TEL･FAX:382-6104･6129 史賢　田吉・生泰　島江・輔大　脇宮・生泰　島江・玄　薗上・

科　　　長：佐々木　良平 玄　薗上・)来外線子粒(介祐　水出・輔大　脇宮・

外来医長：宮脇　大輔

病棟医長：江島　泰生

 小 児 科 】授教【誠一　島飯・】授教命特【弘泰　島竹・】授教【誠一　島飯・診初 但し第１週のみ野津　寛大 ・竹島　泰弘【特命教授】 ・北山　真次【准教授】

TEL:382-6090,6091 大寛　津野・健　森・大寛　津野・診再 ・西村　範行【准教授】 ・久保川　育子

FAX:382-6099 ・腎臓：貝藤 裕史､大坪　裕美、忍頂寺　毅史 ・血液：久保川　育子　・早川　晶 ・腎臓：貝藤　裕史､松野下　夏樹 ・生活習慣病：竹島　泰弘【特命教授】 ・乳児：森岡　一朗、松尾　希世美

科　　　長：飯島　一誠 ・小児療育[午後]：辻村 真紀子、加藤雅子、篠川裕子 ］日終［子理麻　木八：謝代・］後午［晶　川早：液血・子知　李：謝代・ ・心臓［午後］：藤田　秀樹（１，３，５週）

外来医長：野津　寛大 男暁　田柴､朗一　岡森：ﾟﾌｯｱｰﾛｫﾌ・月七本橋、］日終［エルツ代万：価評理心・之知　田横：児乳・エルツ　代万：法療理心・ ・心理評価：万代ツルエ

病棟医長：北山・柴田 ・脳神経[終日]：高田　哲【教授】 ・神経筋［午後］：西尾　久英【教授】、中川　卓 ・シナジス外来[9～4月、午後] ・発達行動[午後]：北山　真次【准教授】、加藤　威 　　橋本　　七月[終日]

備考：腎外来希望の場合 ・発達行動[午後]：北山　真次【准教授】、 ・心理評価：万代　ツルエ 　：森岡　一朗、柴田　暁男 ・心理評価：万代　ツルエ　・橋本　七月 ・発達行動：北山　真次【准教授】、

〕日終〔哉直　貞森：経神脳・卓　川中：経神脳・代寧　東大、威　藤加　だくち持おを尿朝早、は ・血液［午後］：早川　晶 　加藤　威

］後午［之宏　西今：動行達発・作大　嶋豊：］後午［経神・。いさ （第２，３，４週） ・脳神経：中川　卓

・心理評価：橋本　七月 ・血液：早川　晶［午後］

 遺伝子診療部 】授教命特【弘泰　島竹・］後午[子理真　田池・］後午[子理真　田池・診初

TEL:382-6090　[要予約] 再診

 皮 膚 科 宏　井永・】授教准【宏昌　岡・淳　永福・】授教【子佳千)ﾘﾞｺｼﾆ(織錦・診初 ・国定　充

TEL･FAX:382-6134･6149 再診 ・永井　宏（乾癬・一般） ・岡　昌宏【准教授】(乾癬・一般） ・錦織(ﾆｼｺﾞﾘ)千佳子【教授】 ・小倉　香奈子（一般） ・神吉　晴久

科　　　長：錦織　千佳子 ）般一・症敏過線光（　久晴　吉神・）般一（展正　口坂・ 「第１．２週休診」 ）般一(進　原藤・）般一（展正　口坂・

外来医長：小倉　香奈子 朗太　木正・）般一（充　定国・）般一（子奈香　倉小・ ）般一（子味裕　田川・）般一（進　原藤・

病棟医長：神吉　晴久 ]後午[来外瘍腫・科外膚皮・）般一（淳　永福・]後午[来外ーギルレア・

 精神科神経科 初診 ・山本　泰司・玉岡　文子・笹田　徹 ・曽良　一郎【教授】　 ・田宮　裕子・佐々木　雅明 ・笹田　徹　・山木　愛久 ・白岩　恭一　

TEL･FAX:382-6065･6079 介裕　井松・　志賢　崎岡・】授教准【究　中田・臣典　口江・　朗太健　利毛・ ・大塚　郁夫

科　　　長：曽良　一郎 　井阪］ーリモメ［・】授教・保【男敏　又川：]ーリモメ[・徹　田笹・門専 一雄 ・[メモリー]：山本　泰司 ・［こども思春期外来]：田中　究【准教授】

外来医長：山本　泰司 要予約・[メモリー]：山本泰司 　　　　　　　　　　松井　祐介・玉岡　文子

病棟医長：田宮　裕子 再診 ・玉岡　文子・毛利　健太朗 ・曽良　一郎【教授】・田中　究【准教授】 ・岡崎　賢志・佐々木　雅明 ・橋本　健志【保・教授】　・田宮　裕子 ・［統合失調症初診］白岩　恭一

要予約 久愛　木山・　介裕　井松・子裕　宮田・子歌和　野古・一恭　岩白・徹　田笹・　臣典　口江・ ・白岩　恭一　・大塚　郁夫

　徹　田笹・司泰　本山・　朗太健　利毛・

　緩和支持治療科 】授教命特【之義　澤木・大明　下坂・

科　　　長：木澤　義之

内
　
　
科
　
　
系

内
　
　
　
　
　
科

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診
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神戸大学病院外来担当医一覧表（No.1） 平成25年７月１日現在
神戸大学医学部附属病院医事課
神戸市中央区楠町７丁目５番２号
代表 TEL：078-382-5111　FAX：5285
http://www.hosp.kobe-u.ac.jp文字が小さくて読みにくいですが、次回より４ページになるように工夫します。

赤字は、変更点
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平成２５年 ７月１日現在

          

領域名 診  療  科　等 区分 金水 
 食道胃腸外科 初診 】授教准【一賢　中田・医当担・】授教【弘吉　地掛・］週４．２第[】授教【弘吉　地掛・医当担・

TEL･FAX:382-5925･5939 再診 志知　木鈴・雄泰　角・ ・山下　公大

科　　　長：掛地　吉弘 ・今西　達也 ・山本　将士［午後］

外来医長：今西　達也 ・金治　新悟［午後］

病棟医長：鈴木　知志

 肝胆膵外科 初診 】授教【成英　具・）しな診初（医当担・］週５．３．１第[】授教【成英　具・

TEL･FAX:382-6302･6307 再診 ）植移肝（】授教准【巧　本福・医当担・］前午週５．３．１第［）臓肝（我秘　下木・）臓肝（】授教准【也信　楠・

）道胆（】授教命特【夫徹　木味・］後午週４．２第［）臓肝（我秘　下木・　）植移肝（薫　満蔵・成英　　具：長　　　科

外来医長：岡崎　太郎 ）臓膵（亮　関新･）臓膵（平逸　本松・

病棟医長：新関　亮 　］週毎[）臓肝（浩正　戸木・］後午は週５．３．１第[）臓肝（志敦　部武・

　］週４第[）臓肝（】授教・保【眞　美佐宇・］前午は週４．２第［　　　　　　　　　　　　

・後藤　直大（膵臓） ・田中　基文（肝臓）[毎週午後］･岡﨑　太郎（胆道）

乳腺内分泌外科 初診 ・高尾　信太郎【特命教授】

之誠　野河・7036･2036-283:XAF･LET

科　　　長：具　　英成 再診 ・河野　誠之（化学療法）[要予約、午後] ・担当医（予約のみ）

外来医長：河野　誠之

病棟医長：河野　誠之

 心臓血管外科 初診 】授教【裕　北大・】授教【裕　北大・】授教【裕　北大・】授教【裕　北大・】授教【裕　北大・

TEL･FAX:382-5942･5959 再診 ・松森　正術[午前] ・野村　佳克［午前］、松森　正術[午前］ ・岡田　健次【准教授】 ・岡田　健次【准教授】 ・深瀬　圭吾［午前］

科       長：大北　裕 　武　上井・］前午［仁敏　本坂・

外来医長：松森　正術 ］前午［介俊　原宮・］前午［識知　坂白・

病棟医長：井上　武

 呼吸器外科 初診 ・眞庭　謙昌【教授】 ・眞庭　謙昌【教授】

TEL･FAX:382-5942･5959 再診 ・眞庭　謙昌【教授】 ・眞庭　謙昌【教授】

科　　　長：眞庭　謙昌 ・田内　俊輔 ・田内　俊輔

外来医長：田内　俊輔 ・法華　大助

病棟医長：田内　俊輔

 小児外科 初診 ・久松　千恵子 ・久松　千恵子

TEL･FAX:382-5942･5959 再診 ・久松　千恵子 ］後午［子恵千　松久・子恵千　松久・

科       長：大北　裕

外来医長：久松　千恵子

病棟医長：久松　千恵子

 整形外科・ 　本河・明高　代藤・宏敏　末秋・幸至　崎神・郎一耕　野前・診初 旭哉 ・黒坂　昌弘【教授】 ・黒田　良祐【准教授】 ・乾　淳幸、岩倉　崇

リハビリテーション科 ・国分　毅　・原　仁美 ・橋本　慎吾　・原田　理 ・美舩　泰、大西　康央 ・西田　康太郎・松下　雄彦・林　申也・松本　知之

TEL:382-5985 マウリ・朗一賢　谷角、郎太康　田西：]日終[椎脊・診再 チ[終日]：三浦　靖史【保・准教授】､ ・脊椎：前野　耕一郎、角谷　賢一朗 ・上肢[終日]：国分　毅、美舩　泰、

FAX:351-6944 ・外傷：新倉　隆宏、李　相亮、岩倉　崇 ・足［午前］： 神崎　至幸 ・生物製剤：三浦　靖史【保・准教授】 乾　淳幸

科　　　長：黒坂　昌弘 ・スポーツ[午後]：黒坂　昌弘【教授】、 ・股関節[終日]:藤代　高明、林　伸也 ・腫瘍[午後]：秋末　敏宏､河本　旭哉、大西　康央 ・外傷：新倉　隆宏、李　相亮 ・リウマチ酒井：酒井　良忠【特命教授】

外来医長：国分　毅 、】授教命特【忠良　井酒：ﾘﾞﾋﾊﾘ棟病・吾慎　本橋　　　　　　　　　 ・腫瘍[午後]：秋末　敏宏、河本　旭哉、

朗一賢　谷角、宏隆　倉新：ﾘﾞﾋﾊﾘ棟病・宏敏　末秋：長医棟病 ・病棟リハビリ：美舩　泰、西本　華子 三浦　靖史【保・准教授】、乾　淳幸　　 　原　仁美、大西　康央

備考：該当疾患担当医が ・病棟リハビリ：酒井良忠【特命教授】、原　仁美 　西本　華子　　　※（病棟患者のみ対象） 　　※入院患者のみ対象 （入院患者のみ対象）

診療している日に受診 　※（入院患者のみ対象） ・リハビリ酒井：酒井　良忠【特命教授】

してください。

 脳神経外科 】授教【二英　村甲・章理　口谷・司隆　山篠・】授教【二英　村甲・】授教准【吉弘　田細・

TEL･FAX:382-5966･5979 ・ 　村木・】授教准【吉弘　田細・克　川水 章理　口谷・仁英　村木・仁英

司隆　山篠・）週隔（章将　田甲／寛一　中田・克　川水・史敦　田藤・寛一　中田・二英　村甲：長　　　科

］約予要［〕後午〔来外科外経神脳的能機・章将　田甲・章理　口谷：長医来外

病棟医長：岡村　有祐 ・脳腫瘍外来〔午後〕［要予約］

 眼　　科 】授教准【友康　原塚・行隆　井長・　子裕  田山・史雅原藤・亘　宮松・　茂  田本・診初

TEL･FAX:382-6048･6059 再診 泰章森金、子裕田山､誠村中：］前午[人成弱斜経神・史雅　原藤）みの曜月二第（淳  積安：］後午[膜ウドブ・ ・緑内障[終日]：中村  誠､山田　裕子、

科　　　長：塚原　康友 　 　　　　　　　松宮　亘 史雅　原藤、泰章　森金　　　　　　　　　、】授教准【友康　原塚：］前午[察診斑黄・

外来医長：中村  誠 ・眼窩[午前]：安積  淳（第二月曜のみ）長井　隆行 行隆　井長：］前午[トクタンコ・膜角・亘　宮松、茂　田本　　

病棟医長：本田  茂 [児小弱斜経神・　田本、】授教准【友康　原塚：］前午[膜網・ 亘　宮松：　　　　　　　　　　　　　　子裕 田山：］後午

　茂 ・黄斑治療[午後］：本田　茂　

亘　宮松、行隆　井長　]後午週3･1第、査検[眼義・

 耳鼻咽喉 幹　藤齋・　】授教【一健　生丹・医当担・診初 ・担当医

　・ 頭頸部外科 ・大月　直樹【准教授】　

TEL･FAX:382-6021･6039 再診 ・担当医 医当担・瞳　宮四・

科　　　長：丹生　健一 ・福田　有里子、小松　弘和 ・四宮　弘隆・井ノ口　豪 ・柴田　智久

外来医長：土井　清司 ］後午［聴難性伝遺、頭喉､鼻､経神面顔・　腺液唾､腺状甲・耳・　いまめ・

病棟医長：森本　浩一 ]後午[瘍腫・聴難・]後午[下嚥・

 泌尿器科 】授教命特【志一　中田・】授教命特【一創　川荒・】授教【人正　澤藤・】授教准【朗利　川白・診初

TEL･FAX:382-6155･6169 再診 ・遺伝子治療：白川　利朗【准教授】 ・腫瘍：熊野　晶文､三宅　秀明【准教授】、 ・不妊：山口　耕平、岡田　佳輔 ・検査 ・不妊：山口　耕平､千葉　公嗣、江夏　徳寿

科　　　長：藤澤　正人 経　下松:害障尿排・史悟　川小、雅　田竹：植移腎・之信　向日、也順　川古 　　　　雅　田竹：植移・

外来医長：日向　信之 巳克　村重：症染感・元裕　鄭：症染感・　志武　村石：石結・裕貴　口原：害障尿排・寿徳　夏江：胱膀動活過・

病棟医長：村蒔　基次 次基　蒔村：前術・也順　川古・次基　蒔村：］後午［源線小】授教命特【志一　中田：鏡腔腹・輔桂　田岡：害障尿排・

・移植：石村　武志 ・前立腺[午後]白川利朗【准教授】原口貴裕、江夏徳寿 ・男性更年期：山口　耕平　・化学療法：原田　健一

・遺伝子治療[午後]:白川　利朗【准教授】 ・腫瘍：日向　信之、熊野　晶文［午後］

宏章　内柳：]後午[胱膀性因経神・嗣公　葉千：］前午［来外ＤＥ・

 産科婦人科 紀宏　田森・　】授教准【彦康　名蝦・】授教【人秀　田山・　】授教【人秀　田山・診初 【特命教授】 ・宮原　義也

TEL･FAX:382-6005･6019 再診 ・不育：山田　秀人【教授】 ・不育・遺伝：山田　秀人【教授】 ・腫瘍・婦人科：蝦名　康彦【准教授】 ・腫瘍・コルポ：蝦名　康彦【准教授】 ・妊婦・不育：出口　雅士

科　　　長：山田　秀人 ・女性医学：新谷潔［１，３週］ ・妊婦・腫瘍：森田　宏紀【特命教授】 ・不妊・内分泌・腫瘍：中林　幸士 ・婦人科・午後①牧原　夏子［１、３週］

外来医長：中林　幸士 ・不妊・内膜症・婦人科：中林　幸士 紀宏　田森：婦妊・士雅　口出：婦妊・ 【特命教授】 ・婦人科・午後②新谷　潔［２、４、５週］

病棟医長：蝦名　康彦・森田 宏紀 ・ 妊婦：松岡　正造　　　［子宮卵管造影］ 造正　岡松：来外鏡腔腹・婦妊・也進久平：婦妊・ ・産後、家族計画：担当医

 形成外科 隆浩　尻江・之啓　須高・）みの約予（医当担・】授教准【信和　川橋・】授教【人浩　師寺・診初

TEL･FAX:382-6252･6269 再診

科　　　長：寺師　浩人 准【信和　川橋：療治腫浮パンリ・】授教【人浩　師寺・】授教准【信和　川橋・]週5･4･3･1第[】授教准命特【洋晃　瀬一・診再 教授】

外来医長：江尻　浩隆 ・乳房 綾　脇森・[予約、再診のみ］】授教准命特【洋晃　瀬一・正　村野：

病棟医長：高須　啓之 、正　村野：］後午［形奇管血・腫管血・】授教准【信和　川橋:痺麻経神面顔・隆浩　尻江・

）みの約予（隆浩　尻江介俊　原榊・介俊　原榊・ 〔第2、4のみ〕

・高須　啓之 ・褥瘡・難治性潰瘍[午後]:寺師　浩人【教授】他

 美容外科 初診 ・一瀬晃洋【特命准教授】[第1･3･5週午後] ・一瀬　晃洋【特命准教授】[午前] ・AGA外来：小西　和人[午前] ・一瀬　晃洋【特命准教授】[終日]

　　　　　　　　　　］約予要・療診費自［

TEL･FAX:382-5822・5823 再診 ・一瀬晃洋【特命准教授】[第1･3週午後] ・一瀬　晃洋【特命准教授】[午前] ・AGA外来：小西　和人[午前] ・一瀬　晃洋【特命准教授】[終日] ・杉本  庸[午前]

科　　　長：一瀬　晃洋 　　　　　

外来医長：一瀬　晃洋

 麻　酔　科・ ・ペイン：高雄　由美子、坂本　昇太郎 ・ペイン：高雄　由美子、柳本　富士雄、 ・ペイン：高雄　由美子、

ペインクリニック科
TEL･FAX:382-6172･6189 　  本山　泰士、坂本　昇太郎 　本山　泰士、坂本　昇太郎

科　　　長：前川　信博 ・［術前前〕：出田　眞一郎 】授教【博信　川前：］前術［・美知　原末：］前術［・

外来：高雄、病棟：高雄　 】アケ和緩【大明　下坂・】アケ和緩【大明　下坂・

 歯科口腔外科 初診 ・鈴木　泰明、浅井　知子、後藤　育子 ・渋谷　恭之【准教授】、黒木　信祐 ・古森　孝英【教授】、西村　玲美 ・古土井　春吾、竹内　純一郎

TEL･FAX:382-6213･6229 、勉　川南　介良　尾西、実巧　川谷長　里登美　山北　 黒木　信祐 　榊原　晶子  黒木　信祐

科　　　長：古森　孝英 医当担・医当担・医当担・診再 ・担当医

外来医長：渋谷　恭之 ・矯正外来[終日、初再診・要予約] ・矯正外来[終日、初再診・要予約] ・矯正外来[終日、初再診・要予約] ・矯正外来[終日、自費診療・予約制]

病棟医長：南川　勉 ]後午[来外トンラプンイ・］前午［来外ーザーレ・]後午[来外術手小・]後午[来外瘍腫・]後午[来外トンラプンイ・

備考：初診担当医は、同 ・小手術外来[午後]　 ]後午[アケ腔口・　]後午[来外術手小・］日終［科歯般一・］後午［来外ーザーレ・

時に再診を行いません。 ・口腔ケア［午後］ ］後午［来外節関顎・]後午[アケ腔口・

・エコー外来［午前］

〔記号の意味〕　 　　　　　　　　　　　 は要予約外来、【 】は職名、（ ）は担当疾患または記載の疾患を診療するための外来、[ ]は補足説明の意。

〔記載について〕　 医師名から記載されていない場合は、専門外来です。

職名は准教授以上の教員に限り記載しています。【教授】は医学研究科教授、【准教授】は医学研究科准教授、【保・教授】は保健学科教授、【保・准教授】は保健学科准教授、【保管・教授】は保健管理センター教授の意。

「午後」や「終日」という記載がない場合は、午前のみ診療しています。また、第何週と記載していない場合は毎週診療しています。

〔一覧表の補足説明〕 初診担当医は、同時に再診も行っております。

〔地域の先生へのご案内〕 土日、祝祭日、年末年始(12月29日から１月3日まで）は休診日です。この他に、代診・休診になることがありますので、受診日当日代表番号078-382-5111までお電話でご確認ください。

事情により、担当医師がご指名医師と異なる場合があります。また、指名を頂くと、受診時のお待ち時間がより長くなることがあります。

受付時間は8時30分から11時までとなっておりますので、予約をしない場合は11時までにご来院するようご案内してください。

本表は、セカンドオピニオン外来担当医の一覧表ではありません。セカンドオピニオン外来は、医療機関のみから申し込みできる要予約外来で担当医は、医療機関から予約申込を頂いてから決定します。

〔地域の先生へのお願い〕 患者様をご紹介してくださるときは、地域医療推進室へ紹介状をFAXして予約をしてください。（）に記載の疾患は、基本的に該当医師が診療しますので、該当曜日に受診するようご紹介ください。

・リハビリ酒井：酒井良忠【特命教授】

　松本　知之、　高山　考治

　黒田　良祐【准教授】、　松下　雄彦、

（一般再診なし）

（初診なし）

（初診なし）

（一般再診なし）

・矯正外来[終日、初再診・要予約]

・眼瞼：一瀬　晃洋【特命准教授】[第1･3･4･5週]

・中村　誠　・金森　章泰

　松下　雄彦、松本　知之、高山　考治

・ペイン：高雄　由美子、坂本　昇太郎

・腫瘍：生橋　義之

（初診・再診なし）

外
　
　
　
科
　
　
　
系

初
診
・
再
診

（再診なし）

（初診なし）

初
診
・
再
診

・妊婦：篠崎　奈々絵

　　　　本山　泰士

・膝関節：黒坂　昌弘【教授】、黒田　良祐【准教授】

・ペイン：坂本　昇太郎

　　　　本山　泰士

外
　
　
　
　
　
科

・中村　哲

（初診・再診なし）

・金光　聖哲

（一般再診なし）

・こどもの形成外科：野村　正

・婦人科・内分泌：牧原　夏子［2.4.5週］

）しな診再・診初（）しな診再・診初（

（初診なし）

（初診なし）

・松本　拓（胆道）［毎週］

（初診・再診なし）

神戸大学病院外来担当医一覧表（No.2）

（初診なし）

月

（初診なし）

木火

（初診・再診なし）    

灰色塗りつぶし

神戸大学病院外来担当医一覧表（No.2）

平成25年７月１日現在
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京都大学 iPS細胞研究所（CiRA）便り

　平素より神緑会の皆様からは弊研究所への多大なご支援を賜りまして、心より感謝申し上げます。前回の
CiRA 便りでは、５年以内に日本人の30～50％をカバーする iPS 細胞株をストックすることを目的とした「iPS
細胞ストック・プロジェクト」についてご紹介いたしました。
　一方、上記のような取り組みも、iPS 細胞にかかわる倫理的・法的・社会的な課題を解決しないかぎり、
スムーズな実用化は望めないと言えます。そこで今号では、2013年４月に開設された「上廣倫理研究部門」
の概要と、７月26日に開催した倫理シンポジウムについてご紹介いたします。

●上廣倫理研究部門設置の背景
　iPS 細胞（人工多能性幹細胞）を用いた臨床応用
が本格的に始まろうとしている状況を考えると、
iPS 細胞研究に関する社会の問題意識を把握し、
人々が抱く様々な疑問に応える必要があると CiRA
では考えています。そこで、社会のニーズを把握
し、iPS 細胞を用いた再生医療に関わる倫理的な課
題への解決策を提案し、国内外に発信することを目
的として、「上廣倫理研究部門」が設置されました。
　2012年に、倫理研究の支援などを行う上廣倫理財
団で山中所長が講演を行い、それが契機となって、
CiRA に同財団による寄附研究部門を設置すること
になりました。現時点で、１年間に5,000万円、５
年間の支援が決まっています。

●研究部門のメンバー
　新研究部門の部門長には藤田みさお准教授が就
任し、八代嘉美准教授と鈴木美香研究員と共に研究
活動を進めます。そして、秘書の桑原絵美さんが研
究活動をサポートします。
　藤田部門長は、「日本発の iPS 細胞技術の臨床応

用に向けて、関連する倫理的・法的・社会的課題
（Ethical Legal Social Issues: ELSI）を研究し、成
果を国際的に発信していくことは、日本の研究者に
課された責務だと考えています」と、研究推進への
決意を述べています。

● �iPS 細胞について、どんな倫理的課題があ
るのか？

　ES 細胞（胚性幹細胞）については胚を使用する
ということで、当初から倫理的な課題が指摘されて
いましたが、iPS 細胞はその課題を解決できると言
われていました。そのため、「iPS 細胞の倫理的な
課題」といっても少しなじみが薄いかもしれませ
ん。iPS 細胞に関しては、遺伝情報の管理が課題の
一つです。前回の CiRA 便りでご紹介した、高品質
の iPS 細胞を作製・備蓄する再生医療用 iPS 細胞ス
トック構築では、健康な方（ドナー）から提供され
た体細胞から iPS 細胞を作製します。その iPS 細胞
にはドナーの遺伝情報が含まれますから、それにつ
いて適切にドナーに説明し、遺伝情報がきちんと保
護・管理されているかを検証しなければなりませ
ん。また、iPS 細胞や ES 細胞を用いて動物の体内
で人間の臓器を作る研究や、iPS/ES 細胞由来の生
殖細胞を用いた不妊症の研究はどこまで許容され
るかなど、様々な課題について広く社会で議論し、
倫理的・社会的な課題に対する法的な対応のあり方
を考えていく必要があります。
　上廣倫理研究部門の研究者は、アンケートやイン
タビューなどの調査・解析を通して社会意識を把握
し、科学者や市民の対処策について提案していきま
す。また、新しい科学技術の医療応用について問題
意識を高めるため、研究者や青少年・一般の方々を
対象とする教育活動にも取り組みます。上廣倫理研究部門のメンバー。左から鈴木研究員、藤田准教

授、八代准教授、秘書の桑原さん

国際広報室　　渡　邉　文　隆
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●新研究部門の開設記念シンポジウムを開催
　７月26日（金）には、京都大学百周年時計台記念
館にて、新研究部門の開設を記念するシンポジウム
を開催しました。今回のシンポジウムでは、上廣倫
理研究部門の３名の研究者を学内外にご紹介する
と共に、今後の iPS 細胞研究に関連した倫理問題に
ついてディスカッションが行われました。参加者
は460名を数え、大盛況となりました。
　最初の講演では山中伸弥教授・所長が登壇し、「iPS
細胞研究の進展と生命倫理」と題してプレゼン
テーションを行いました。これまでの iPS 細胞研究
の進展を紹介するとともに、新しい科学技術をどこ
までどのように受け入れるのかは、科学者・倫理学
者だけで決めることではなく、社会全体で決めてい
くことと訴えました。
　続く八代准教授は、「伝えることからはじめる
iPS 細胞の時代」という演題で、メディア上に見ら
れる表現等を素材にして「再生医療」や「クローン」
といった用語の混乱や誤った情報の流通、便乗商
法、幹細胞ツーリズム等の課題を指摘しました。ま
た、倫理は「ブレーキ」と考えるのではなく「交通
ルール」のように捉えるべきとの意見を述べました。
　藤田准教授は「生命倫理・調査研究でわかること」
という演題で、これまでの自身の研究業績と、デー
タを基に議論を積み重ねることの重要性を指摘し
ました。例えば、論議となった日本移植学会倫理指
針については、指針よりもかなり厳しい基準が適用
されている現場が多かったことを示しながら、「事
実」を把握することの重要性を説きました。
　鈴木美香研究員は「人を対象に研究するとは？」
という演題で、研究というものがそもそも必要とす
る科学的妥当性などの要素、研究のデザインの重要
性、研究のリスク・利益のバランス、といったテー
マについて発表しました。
　後半はパネルディスカッションが行われ、最先端
の iPS 細胞研究を行っている研究者と、倫理研究者
が入り混じって議論するとともに、会場からの疑問
について真摯に回答していました。中には、「動物
の体内で人間の臓器をつくる研究が行われている
が、動物の体内で人間の脳をつくることに関して、
どんな問題があるか知りたい」といった質問もあ
り、研究の目覚ましい進展に伴って発生する課題の
深さを感じさせました。
　最後には、戸口田淳也教授・副所長が挨拶のため
に壇上に立ち、倫理面を重視しながら今後の研究を

行っていく決意を表明し、シンポジウムは閉会とな
りました。
　iPS 細胞の研究と、医療への応用との間には、非
常に長い道のりとハードルがあります。今回設置
した倫理研究部門では、その道のりで必ず越えなけ
ればいけないハードルを明らかにしつつ、広く市民
に開かれた活動を通じて、研究の進展や社会の変化
を捉えつつ解決策を検討してまいります。

【iPS 細胞研究基金へのご寄附方法】
　ご寄附を検討されている方は、以下の連絡先にお
電話やメールでご連絡ください。その際に、「神緑
会の○○です」とご連絡いただければ幸いです。
ご寄附を希望される方には、資料をお送りいたしま
す。また、京都大学基金ウェブサイトからは、クレ
ジットカード等でもご寄附いただけます。
　ご寄附をくださった方には、後日アンケートをお
送りしています。そのご返送の際には、「神緑会」
ご所属の旨をご記載ください。

iPS 細胞研究所　iPS細胞研究基金事務局
　　TEL：075-366-7152　FAX：075-366-7023
　　メール：ips-kikin@cira.kyoto-u.ac.jp
　　URL：http://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/

講演を行なう山中教授

パネルディスカッション
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名簿編集委員会より
　同窓会神緑会では、「会員名簿（2013年版）」を本
年11月に発行する予定です。現在、名簿編集委員会
では、名簿のスタイルや標記方法等の検討も行って
おり、より充実した同窓会名簿の提供を目指してお
ります。
　ただ、卒年の若い層に名簿の空白が目立つように
なってきており、委員会としても対応に苦慮してお
ります。
　この空白は、住所や勤務先等の届け出のない場合

であり、会員の希望により掲載していない場合とは
異なります。本会ではご本人の希望により個人情
報を掲載しない取扱も行っておりますので、せめて
メールアドレスか勤務先だけでも掲載して頂けれ
ばと願っております。
　この会員名簿は、会員相互の親睦やネットワーク
による患者さん紹介等のお役に立てればと願って
おりますので、届け出のお済みでない方は、早急に
届け出をお願いいたします。

　京都大学 iPS 細胞研究所の山中所長の呼びかけに
応える支援について、昨年３月ニュースレターから
神緑会として寄付活動に入りました。多くの研究
費を持つ山中所長への寄付でしたから、その目的が
十分に理解されなかったかもしれません。それで
も、順調な寄付活動で「寄付者への感謝の集い」を
神戸で開催などの話もありました。しかし、10月８
日にノーベル賞受賞が決まって以降が問題である
事が判明しました。国際広報室の渡邊文隆氏が
チェックしてくれたところ、神緑会関係者からの寄

付は、119名で約３千３百万円です。特にノーベル
賞受賞決定後は、22名、約500万円の増加でした。
寄付総額は受賞決定前で４億円が12億円に達して
おります。ノーベル賞受賞を喜んだ神緑会会員か
らは、冷めた反応しかなかった事になります。日本
の低調な寄付文化の問題に一石を投じる気構えは、
全く理解されず途方に暮れる気持ちです。税の一
部が寄付できるシステムは、NPO 法人への寄付な
どで動きつつあります。引き続きのご協力とご意
見をお寄せ下さい（神緑会）。

あなたは貴重なチャンスを失っていませんか？
名簿の空白はチャンスの入口を閉ざしてしまいます。
確かに煩わしさに遭遇するかも知れませんが、
仲間を信じて空白を埋めてみませんか。

神緑会では、同窓会名簿を11月に発行します。あなたの連絡先を、せめてメールアドレス
か勤務先だけでも名簿に載せましょう。

連絡先；神緑会事務局　�Tel 078-361-0616　Fax 078-361-0617�
メール　sinryoku@med.kobe-u.ac.jp

同窓会　神緑会・名簿編集委員会

■ iPS 細胞研究基金への寄附のお申し込み
　CiRA では、研究者および研究支援者の安定的雇用や知的財産の取得・維持のために、寄附を募って
おります。ご寄附をいただく場合は、申込用紙やウェブフォームに「神緑会」とご記入くださいます
ようお願い申し上げます。申込方法については下記のサイトをご覧ください。よろしくお願い申し上
げます。神緑会として昨年３月より寄附を実施しており、多くの成果をあげています。引き続きよろ
しくお願いします。� 神緑会会長　前田　盛
　　http://www.cira.kyoto-u.ac.jp/j/about/fund.html
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❖ 発表レポート
３回生　樫　木　孝　次

　５月10日の地域わくわく会では、３回生が「この
２年間で学んだこと」というテーマで地域医療に
ついてのプレゼンを行いました。僕は本番３日前
ぐらいから緊張しっぱなしで、本番当日も図書館の
地下で１時間前からプレゼンの練習をして臨んだ
のですが、最初に話始めると言いたいことがすっと
口から出てきて、無事成功させることができまし
た。発表後に先生方からプレゼンのアドバイスも
いただけたし、新１年生やあまり話せてなかった２
年生とも少し話すことができてとても有意義な一
日になりました。ただ、立食会の時に先生の話を聴
いてると、紙皿と割り箸をもらいそびれて、せっか
くのご飯があまり食べられなかったのが心残りな

神戸大学医学部医学科地域特別枠学生交流会

「地域わくわく会」
（５月実施）

のですが…。
　今回のプレゼンの発表準備から発表までを通し
て思ったことは、もう少し積極的に地域枠の活動に
参加して、地域医療についての知識や考えを深めな
ければならないということです。プレゼンでも話
したのですが、今回「この２年間で学んだこと」を

　地域医療に対するモチベーション維持・向上とタテ・ヨコの繋がりをより強くすることを目的と
して、地域特別枠入学生の交流会「地域わくわく会」を年２回催しています。
　今年最初の「地域わくわく会」は昨年同様、『２年間で学んだこと』をテーマに、３回生５名が
創意工夫でスライド発表をしました。入学したばかりの１回生に向けて、自己紹介も含み、自身が
入学してから何を学び・感じたか、また学んだことを今後どう活かしていくか、内容の重厚さに学
生のみならず、発表を聞いていた神緑会前田盛会長はじめ地域社会医学・健康科学講座教員とス
タッフ、当日急遽参加した兵庫県庁職員の方々も興味深く聞き入っていました。発表前は内容やス
ライド作成について悩んでいた３回生から、終了後には「入学してから学んだことを振り返ること
が出来た。それに、これからの目標が少しずつ見えてきた」というコメントがあり、とても頼もし
く感じました。
　次回は地域医療の先駆者である自治医科大学出身の兵庫県養成医師をお招きしての座談会を、９
月開催予定です。

　平成22年度より設けられた推薦入試制度「地域特別枠」は、今年度10名入学し１～４回生で計
26名となりました。学年関係なく、困ったときはお互いをサポートできる関係を築いてほしいと
いう願いから、今後も活動を続けていきたい所存です。また兵庫県奨学寄附金受給者が６回生１
名、５回生１名おり、来年度神戸大学としては初めての兵庫県養成医師が誕生します。神戸大学生
のみならず、自治医科大学・兵庫県立大学の兵庫県養成医学生との繋がりも今後深めるべく、セミ
ナーなど開催・企画しています。
　以降のページに今年発表を行った３回生のレポートを掲載しています。御一読頂き、地域医療教
育について見識を深めて頂ければ幸甚です。募集対象３の２の活動です（６頁参照）。

味　木　徹　夫（昭和63年卒）
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話すに当たって、自分自身のこの２年間を振り返っ
てみたのですが、恥ずかしいことに、あまり多くは
でてきませんでした。それにはやはりこの２年間、
地域枠の活動に対して能動的ではなく、受動的な気
持ちであったことが一つの大きな原因なのだと思
います。やはり勉強でも部活でも習い事でも何で
あっても、自分から興味を持って取り組むのとそう
でないのとでは、身に付く程度も大きく変わってき
ます。もっと自分が地域枠の学生であるという自
覚を持って、進んで地域枠の活動に参加したり、地
域医療について気になることは自分で調べたりし
ていくことが必要だなと思いました。また、せっか
く地域枠の教室というのがあるのだから、もっと足
を運んで活用するというのも一つの手だなと思い
ました。受け身でいるのではなく、自分から進んで
行動しないときちんと学ぶことはできないのだな
と感じました。この２年間はそのような感じでな
んとなく過ごしてしまったのですが、後輩もどんど
ん増えてきているし、この３回生からは自分からた
くさんのことを学んでいきたいなと思いました。
　また、他の３回生のプレゼンを聴いてみんなそれ
ぞれ色々なことをこの二年間で学んだのだなと思
いました。自分のプレゼンは地域医療のことにあ
まり触れていなかったので、他のみんなに比べると
内容のなさに恥ずかしかったです…。ただ、やっぱ
り５人ともみんな違ってそれぞれの考えや感じ方
があって、これからもこの５人と一緒に同じ地域枠
で学んでいくのだなと思うとすごく楽しみで色々
な刺激がもらえるのだろうなと思いました。
　前日までは緊張して嫌だなと思っていたプレゼ
ンも終わってみるとほんとうにいい経験になった
し、とても充実した一日になりました。来年は今の
２回生が同じように発表するんだなと思うと、人数
も増えたしどんな発表をしてくれるのだろうかと

今からわくわくしています。来年のこの地域わく
わく会が今から楽しみです。

❖ スライド発表
地方における医療機関の不足

３回生　酒　井　弘　人

　地方における医療の問題点は、医師不足、医療機
関不足、超高齢社会による社会構造の変化、無過失
補償制度、医療費増大などがある。その中から、今
回の発表では、医療機関の不足について述べる。
　患者が医療機関を選ぶ最たる理由は、通院時間の
短さである※1。しかし、地方において、医療機関が
少なく、そのため遠距離の病院に行かざるを得ない
方が多い※1。特に、面積が広く、人口が少ない但馬
では、神戸市と比べて、単位面積当たりの医師数が
１/50である。
　単純に但馬地方の医師数を増やせば問題が解決
されるかと言われると、そうではない。兵庫県は、
面積当たりの医師数が但馬では最低であるが、人口
当たりの医師数で考えてみると西播磨が最低であ
り※2、医師を増やすのであれば西播磨からが妥当で
あると思われる。兵庫県自体の医師数を増やし、割
り当数を増加することは解決につながるが、お金が
かかる。マンパワーの不均衡の是正、限りある医療
資源をいかに効率よく活用するかが、大きなポイン
トとなってくる。人口当たりの医師不足は、医師の
絶対数を増やすか、医師の作業効率を更に上げるか
しか解決策がない。面積当たりの医師不足は、如何
に過疎地域へ医師を送り込むかが重要である。往
診、訪問診療、在宅診療を増やせば過疎地域へ赴く
ことはできるが、診療時間の減少、医療行為の質の
低下が起こりうる。
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　そこで、様々な医療機器をバスなどにのせて走ら
せる移動型の診療所はどうであろうか。イメージ
としては検診車である。道があればどこにでも行
くことは可能であり、また、複数の診療所をカバー
することも可能である。新しく診療所を開設する
必要や、そもそも診療所を維持する必要さえなくな
るかもしれない。日経メディカル2013.3月号に掲載
されていたが、広島庄原赤十字病院では数年前から
移動型の診療所を始めている。固定の診療所時代
では、患者数が減る一方で、患者からのニーズがな
くなったと思うこともあったらしいが、移動診療所
をはじめて一変、患者数は増えていった。診療施設
が徒歩圏内となったことで、車の運転が困難となっ
た高齢者も受診するようになったからである。ま
た、アメリカでは移動型診療所はすでに広く活用さ
れている。
　もちろん問題点は大いにあるが、解決策の一つと
して一考の価値はある。
※１�　平成８年受療行動調査「病院への通院時間（全国）」、

平成23年受療行動調査「患者さんが病院を選ぶ理由」
より

※２�　http://web.pref.hyogo.lg.jp/hw02/documents/
　　000097076.pdf より

❖ 地域枠レポート
３回生　戸　田　誠　也

１．発表内容
但馬の病院実習での経験について

●村岡病院での実習経験
・在宅ケア

　普通の病院実習ではおそらく経験することが
できなかったであろう訪問診療を見学させてい
ただいた。

・地域住民との信頼感
　そのあたりの道路を歩いているだけで、その地
域の住民の方から声をかけられ、最近の状態や野
菜の出来などの話をしてくれるほど信頼されて
いるのを感じた。

・石田先生の熱血講義
　村岡という地は触診や地域住民との信頼関係
の構築など地域医療の根本という意味での究極
の医療の場であるという言葉が印象であった。

●八鹿病院での実習経験
・内装・外観がキレイである

　清潔感は現場スタッフや入院・外来患者さんに
とって単純なようですごく大事なファクターで
あることを汚いトイレにまた行きたいか？とい
う例を挙げて説明。プレゼン当日に、最近オープ
ンした神戸 umie は僕自身 umie のお店に大した
用はないが、とてもきれいなのでまた行きたく
なった、という例も使いたかったが話が長くなる
ので割愛した。

・音楽療法
　日頃ベッドに寝たきり、病院内での生活しか送
れていないとなると日頃の生活に楽しみや刺激
を感じることがない。そこで楽しく愉快な音楽
を聴いたり、一緒に歌ったり、手拍子したりとそ
の日常で何も刺激的なことがないというストレ
スを和らげ精神的な健康を向上させるものであ
ると説明。また音楽療法にはコストがあまりか
からず患者さんの身体にも負荷を与えないこと
も魅力である。

・医療ソーシャルワーカー
　会社で言う総務課のようなものでいわゆる何
でも屋、相談窓口である。医療ソーシャルワー
カーに資格はない。大病を患ったときにどうす
ればいいのか、退院後の療養についてはどうした
らいいのか、社会復帰、医療費などの問題につい
て相談支援を行っている。必要ならば専門医や
関係機関につないでくれる。
　医療ソーシャルワーカーには問題点がある。
　一つは人材不足。これは人件費の補償がない
ためと言われている。
　二つ目は養成環境が整っていないため、医療
ソーシャルワーカー一人一人の力量にかなりば
らつきがあること。
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　三つ目は知名度が低いこと。医療ソーシャル
ワーカーについてプレゼンしたものの八鹿病院
ではあまりくわしい話が聞けず、インターネット
で調べたもののあまり情報が出てこなかったた
め、質問されたときに大した返答ができなかった
ことが反省点。

●病院実習を通して
　座学で学べるような専門的な知識ではなく、実際
の人と人との関係、医師の患者への接し方や病院の
努力・工夫など実際の治療などとは少し離れた側面
を見ることができてすごくいい経験になった。

２．今後の抱負
　２年間病院実習に行かせていただいたわけです
が、今年は但馬ではなく姫路の方の病院実習に行か
せていただこうかなと思っております。もっと他
の地域の病院も見ることで地域差を見ることがで
きるのかなと考えてます。
　地域医療とはそれほど関係ないかもしれません
が、学校の勉学のほうも座学の面ではもう折り返し
地点ですので、夏休みくらいから本腰を入れて勉学
の方も進めていこうかなと思ってます。
　部活の方も幹部学年ですので、卓球、軽音ともに
精進していこうと思います。

❖ ２年間で学んだこと
３回生　藤　川　萌恵美

　わたしは２年間、この地域枠に属していく中で学
んだことはたくさんあります。その中でも一番の
勉強の機会となっているのは、やはり、毎年開催さ
れる夏期セミナーです。過去二回参加した中で学
んだことは、在り来たりではありますが、「過疎地
で不足しているのは医師だけではない」というこ
とと、「医師だけでは医療は成り立たない」という
二つのことに集約できます。
　一年目は豊岡病院からの訪問看護に同行させて
頂きました。そのなかで看護師さんが頻繁に家庭
を訪問し、多くの業務をされていること、その看護
師さんの業務の重要さ、また看護師さんの地域偏在
化による人手不足による負担を感じました。また
訪問看護や診療だけではなく、薬剤師さんや調理師

さんも家庭を訪問されるということも驚きました。
　二年目では公立豊岡病院日高医療センターに訪
れ、運動療法を取り入れて生活習慣病へアプローチ
をしているところを見学させていただきました。
理学療法士の方が中心となって、地域の特色をつか
んだ予防医療を実施されていることにチーム医療
としての重要さを感じると共に、地域医療の真髄を
垣間見ることができました。
　このような実習の中で、地域医療を成り立たせて
いくためには看護師さんや調理師さん、薬剤師さん
や理学療法士などの医療関係者すべての職種の方
の存在が不可欠であるということを感じました。
　もとより、チーム医療という言葉を認識していま
したし、大切だとは思っていましたが、実際に現場
をみることにより、また違った視点かつより深い意
味で他職種との協力の重要さを感じることができ
ました。
　また医師不足についてはよく耳にしますが、他の
医療従事者の地域偏在も重要な問題であるという
ことを痛感いたしました。発表後に医療従事者の
地域偏在とともに、過疎地における医療従事者の高
齢化についても問題になっているというご指摘を
先生に頂き、その点もこれからの地域医療を行うに
あたって避けては通れない問題であると考えさせ
られました。
　地域枠という形は、神戸大学であれば医師養成で
しか設けていませんが、保健学科や神戸薬科大学な
どの将来医療従事者になる方々にも地域医療の重
要さを伝え、学生のうちから地域医療を通しての交
流が持つ機会を設けることを提案したいとおもい
ます。

　またこれから続々と入学してくる後輩たちや、医
学科をめざしてがんばっている高校生の皆様にも
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この３月にリニューアルし救急救命センターも
出来た。ドクターヘリの準基地にもなっている。

●赤穂市民病院…この病院には私自身１年生の夏
の初期臨床体験実習で行き、とてもきれいな病院
で設備も充実していると感じた。

　いくつか病院を紹介した上で私が主張したいの
は、一般的なイメージとは違い地域の病院は決して
設備や規模の面で劣ってはおらず、勉強にならない
などということは決してないということ。もちろ
ん都会よりも劣っている部分もないとは言えない。
けれど私は「地域医療に足りないもの」を探すので
はなく「地域医療には一般の医療＋αで何が必要な
のか」を考えることが大切だと思う。例えば私が
今までに大切だと感じたのは「地域を知る」という
ことである。地域のことを知っていれば患者さん
とコミュニケーションが取りやすいのはもちろん、
この地域は農業をしている人が多いから腰に痛み
を抱えている人が多いなどの問題が分かればそれ
に合った治療法や予防法を考えることもできる、と
おっしゃる先生もいらっしゃった。他にも＋αで
必要なものは何があるか、これからも講義や実習を
通して考えていきたいと思う。

　今まで地域医療について一般の人や医学部の地
域枠の学生と話したときに、多くの人が「地域は遅
れている」という偏見を持っていて、その度に違和
感を覚えていました。実際に現場にいって地域医
療の実情を少なからず知ることが出来ているのは
うれしいことだなと発表を通じて、改めて実感でき
ました。私が自分の目で見て学んできたことをま
わりの人たちにも伝えて、地域に対する認識を少し
ずつでも変えていけたらなと思います。

少しでも地域医療、過疎地における医療というもの
に目を向けてもらう機会を増やしていくと共に、少
しでも多くの人が、自分自身も将来そのような医療
に貢献していきたいとおもってもらえるようにこ
れからの学生生活の中で活動していけたらと思っ
ています。

❖ 発表レポート
３回生　毛　利　有　沙

　新入生に向けたお話を、ということだったので気
になっている方も多いであろう卒後の研修先につ
いて、調べた範囲でお話させていただきました。

以下概略
　卒後最初の２年は初期研修といい、研修医として
いくつかの診療科をまわる。今のところ初期研修
先は希望を聞いた上で県が決めている。その後３
年は前期派遣、その後２年は大学病院などの高度医
療機関で学び、専門性を高める。その後３年間の後
期派遣があり、義務年限は終了となる。今現在研修
医１年目、２年目の先生が派遣されている病院につ
いて少し紹介する。
●豊岡病院…431床の病床を持つ、但馬一帯の拠点

病院。県立西宮病院の病床数が400床なのでそれ
と比べてもかなり大きい病院であることがわか
る。ドクターヘリやドクターカーも導入してお
り、但馬だけでなく丹波や鳥取も網羅している。

●八鹿病院…但馬で豊岡病院に次ぐ大きな病院。
在宅医療や難病患者のケアも行っている。

　私は夏期セミナーでこの八鹿病院と豊岡病院を
訪れた。

●製鉄記念広畑病院…姫路市の拠点病院である。
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神戸神緑会会長　　中　野　康　治（52年卒）

　神戸市９区支部の連合体である『神戸神緑会』の総会が以下の要領で開催されます。
神緑会出身の２人目の衆議院議員：日本維新の会の伊東信久氏（平成７年卒）と神戸
大学付属病院長の杉村和朗氏（52年卒）の講演を予定していますので、会員の皆様奮って

御参加下さい。

記

日　　時：平成25年９月14日（土）16：00～

場　　所：生田神社会館
　　　　　（神戸市中央区下山手通1-2-1　☎078-391-8765）

総会次第：

16：00　総会

16：30　講演

　　　　　①：伊東信久氏「日本の医療における神戸大学の役割」

　　　　　②：杉村和朗氏「最先端のがん医療：神戸大学の取り組み」

18：00　懇親会

以上

神戸神緑会総会開催のお知らせ

◦総会報告がメインとの認識からスタートしたが、豊富な内容となりました。本年度からスタートした広告
掲載の影響もありますが少ないよりは良いでしょう。付属病院の外来担当表を初めて紹介しますが、打ち
合わせが悪く小文字となった点は次回への反省とします。

◦表紙の組写真の新作は、研究棟Ｄの改修・新築の内容は少し古いですが、隣の統合新中学（旧楠中学）の
建築修了により、管理棟と厚生棟の間から見える付属病院撮影が可
能となりました。花壇は，付属病院ボランティアグループの力作で
す。猛暑にも耐えています。学内に緑と花を，神緑会館内のライト
コートにも！

◦学術誌、ニュースレター、ニコニコ通信（卒業後15年までの学年に
のみ）を一気に印刷しました。暑い夏となり、初秋でもある時期に
受け取られた会員の皆様方の反応をお寄せ下さい。

◦編集委員会の組織化を図ります。学術誌の編集後記にも書いてます
ように、ニュースレター発行の成否が不明で財政の厳しい中での
ニュースレター毎年４回の発行でした。第５巻となりましたので、
今後は内容の吟味も含めて新編集委員会で取り組みます。広報担当
の副会長、中野康治が委員長となります。

編集委員：
　梶田明義　　昭和34年卒
　久野克也　　昭和48年卒
◎山崎峰夫　　昭和56年卒
　三浦靖史　　平成元年卒
　尾藤利憲　　平成３年卒
　吉田　優　　平成４年卒
　小林和幸　　平成９年卒
� ◎は編集委員長

 ●編集委員募集中●


